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風を感じて肱川下り



　

私
は
ミ
ス
テ
リ
ー
や
サ
ス
ペ

ン
ス
作
品
を
よ
く
読
み
ま
す
。

特
に
「
ソ
ロ
モ
ン
の
偽
証
」
を

執
筆
し
た
宮
部
み
ゆ
き
さ
ん
の

作
品
が
好
き
で
、
学
校
の
図
書

室
で
借
り
て
読
ん
で
い
ま
す
。

　

私
は
小
学
３
年
生
の
こ
ろ
か

ら
パ
ソ
コ
ン
教
室
に
通
っ
て

い
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
に
は
慣
れ

て
い
た
つ
も
り
で
し
た
が
、
中

学
入
学
時
、
部
活
の
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
際
に
先
輩
の
タ

イ
ピ
ン
グ
を
見
て
、
す
ご
い
と

同
時
に
負
け
た
く
な
い
と
思

い
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
部
へ
の

入
部
を
決
め
ま
し
た
。今
後
は
、

よ
り
正
確
な
タ
イ
ピ
ン
グ
を
目

指
し
て
頑
張
り
た
い
で
す
。

　

将
来
は
、
私
自
身
が
病
気
で

入
院
し
た
際
に
い
ろ
い
ろ
な
人

に
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
医
療
や
介
護
分
野
に
進
み

た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
困
っ
て
い
る
人
に
手
を

差
し
伸
べ
る
こ
と
が
で
き
、
人

の
役
に
立
て
る
人
で
あ
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

今月の題字作成者
大洲北中学校 1 年（現：大洲北中学校 2 年）

　二　宮　菜
な

　緒
お

　さん

が ん ば る 大 洲 っ 子

現在の大洲

今 月 の 表 紙CONTENTS　目次

2 ページ  がんばる大洲っ子・今月の表紙

3 ページ～   マイナンバー制度が始まります

６ ページ～ シリーズ

10ページ まちのわだい

11ページ～ おおずニュース

1４ページ～ おしらせ

25ページ～  図書館・保健センター・

   心と体の健康ガイド

2₈ページ  がんばるひと

　　　　　　　 （大洲オールド・バンド）

税　　　別 10月 11月 12月 1 月

市 県 民 税 3期 4期

固 定 資 産 税 4期 5期

軽 自 動 車 税

国 民 健 康 保 険 税 4期 5期 6期 7期

市税などの納付は、便利で安心な「口座振替」を。

10月の納税など　納期限は 11月 ２ 日㈪です。

人の動き（先月比）

人口　　　45,722人　（－ 58 ）
　男　　21,810人　（－ 30 ）
　女　　23,912人　（－ 28 ）
世帯数　20,265世帯（－ 12 ）

交通事故（昨年同期）

　件数　　116件（ 107 件）
　死者　    2人（    4  人） 
　負傷者　155人（ 134 人）

picture 写真

（2015年 8 月末現在）

　 8月23日㈰、大成橋
上流から城山下までの
5区間15.3㎞で開催され
た、カヌーツーリング駅
伝大会を取材しました。
　県内外から55チーム
332人が参加したこの大
会に、中村県知事をはじ
め南予の市町長なども参
加され、新冨

とみ

士
す

橋からゴ
ールまでのおよそ2㎞を
体験されました。
　ゴール地点では、多く
の人から温かい拍手で
迎えられました。
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マイナンバー制度が始まります

マイナンバーキャラクター
マイナちゃん

　いよいよ10月から、「マイナンバー制度」が導入されます。
　この制度の内容をみなさんご存知ですか。広報大洲 ₁₀月号3



マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て

期
待
さ
れ
る
効
果

個
人
番
号
カ
ー
ド

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
︵
個
人
番
号
︶
と
は
、

10
月
か
ら
国
内
の
全
住
民
に
通
知
さ
れ

る
、
一
人
ひ
と
り
異
な
る
12
桁
の
番
号

の
こ
と
で
す
。
こ
の
番
号
は
、
個
人
が

特
定
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
住
所
地
や
生

年
月
日
な
ど
と
関
係
の
な
い
番
号
が
割

り
当
て
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
法
人
に
は

１
法
人
１
つ
の
法
人
番
号
︵
13
桁
︶
が

指
定
さ
れ
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、社
会
保
障
・

税
制
度
の
効
率
化
・
透
明
性
を
高
め
、

国
民
に
と
っ
て
利
便
性
の
高
い
公
平
・

公
正
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
社
会

基
盤
で
す
。

　

一
度
割
り
当
て
ら
れ
た
番
号
は
、
住

所
や
氏
名
が
変
わ
っ
て
も
、
原
則
変
わ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
方
法
に
つ
き

ま
し
て
は
、
10
月
以
降
、
住
民
票
を
有

す
る
全
て
の
人
︵
中
長
期
在
留
者
や
特

別
永
住
者
な
ど
の
外
国
人
も
含
む
︶
に

「
通
知
カ
ー
ド
」
が
住
民
票
の
住
所
に

簡
易
書
留
で
届
き
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
お
住
ま
い
の
場
所
と
住

民
票
の
住
所
が
異
な
る
場
合
に
は
、
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
可
能
性
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、表
面
に
氏
名
・

住
所
・
生
年
月
日
・
性
別
・
顔
写
真
、

裏
面
に
個
人
番
号
︵
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
︶

が
記
載
さ
れ
て
い
る
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
、

本
人
確
認
が
で
き
る
公
的
身
分
証
明
書

と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　

通
知
カ
ー
ド
に
同
封
さ
れ
て
い
る
申

請
書
と
返
信
用
封
筒
に
よ
り
郵
送
で
申

請
す
る
か
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か

ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
申
請
す
る
こ
と
に
よ

り
、
平
成
28
年
１
月
以
降
に
初
回
の
み

無
料
で
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
受
け
取
る
際

は
、「
通
知
カ
ー
ド
」、
個
人
番
号
カ
ー

ド
の
準
備
が
で
き
た
こ
と
を
知
ら
せ
る

「
交
付
通
知
書
」、
お
よ
び
運
転
免
許
証

な
ど
の
「
本
人
確
認
書
類
」
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
現
行
の
「
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
︵
住
基
カ
ー
ド
︶」
は
、
記
載
さ

れ
て
い
る
有
効
期
限
ま
で
は
利
用
で
き

ま
す
。
し
か
し
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
と

の
重
複
所
持
は
で
き
な
い
た
め
、
住
基

カ
ー
ド
を
所
持
し
て
い
る
人
が
個
人
番

号
カ
ー
ド
を
取
得
さ
れ
た
場
合
に
は
、

住
基
カ
ー
ド
を
廃
止
・
回
収
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
Ｉ
Ｃ
チ

ッ
プ
に
は
、
所
得
情
報
や
健
康
情
報
な

ど
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
性
の
高
い
個
人
情
報

は
記
録
さ
れ
ま
せ
ん
。
万
一
、
紛
失
や

盗
難
に
あ
っ
た
場
合
に
は
、
現
在
準
備

中
で
す
が
、
24
時
間
３
６
５
日
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
で
対
応
す
る
予
定
で
す
。

個人番号カード　裏（案） 個人番号カード　表（案）

行政の効率化 利便性の向上 公平・公正な社会の実現

　各種行政事務が効率化

されます。

　災害時に迅速な行政支

援が期待できます。

　年金や福祉などの手続

き時の添付書類削減によ

り、手続きが簡素化され、

負担軽減につながります。

　所得やほかの行政サー

ビスの受給状況を把握し

やすくなり、不正受給の

防止などに役立ちます。
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安
心
・
安
全
確
保
対
策

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
使
う
時

企
業
（
事
業
主
）
の
み
な
さ
ん
へ

　

制
度
の
安
心
・
安
全
確
保
の
た
め
、

制
度
面
と
シ
ス
テ
ム
面
の
両
方
か
ら
個

人
情
報
保
護
の
措
置
を
講
じ
て
い
ま
す
。

制
度
面

▽ 

法
律
に
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
収
集
・
保
管
を
禁

止
し
て
い
ま
す
。

▽ 

な
り
す
ま
し
防
止
の
た
め
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
収
集
す
る
際
に
は
本
人
確

認
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▽ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
適
切
に
管
理
さ
れ

て
い
る
か
ど
う
か
を
、
特
定
個
人
情

報
保
護
委
員
会
と
い
う
第
三
者
機
関

が
監
視
・
監
督
し
ま
す
。

▽ 

法
律
に
違
反
し
た
場
合
の
罰
則
を
、

従
来
に
比
べ
て
強
化
し
て
い
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
面

▽ 

個
人
情
報
は
従
来
ど
お
り
分
散
し
て

管
理
し
、
芋
づ
る
式
の
情
報
漏
え
い

を
防
ぎ
ま
す
。

▽ 

行
政
機
関
の
情
報
の
や
り
取
り
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
直
接
使
い
ま
せ
ん
。

▽ 

シ
ス
テ
ム
に
ア
ク
セ
ス
可
能
な
者
を

制
限
・
管
理
し
、
通
信
す
る
場
合
は

暗
号
化
し
ま
す
。

▽ 

平
成
29
年
１
月
か
ら
稼
働
予
定
の

「
情
報
提
供
等
記
録
開
示
シ
ス
テ
ム

︵
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
︶」
で
、
個
人
情

報
を
ど
の
よ
う
な
理
由
で
や
り
取
り

さ
れ
た
か
、自
分
で
確
認
で
き
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
国
の
行
政
機
関

や
地
方
公
共
団
体
な
ど
に
お
い
て
、
社

会
保
障
、
税
、
災
害
対
策
の
分
野
で
利

用
さ
れ
、
平
成
28
年
１
月
以
降
、
申
請

書
な
ど
へ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
主
は
、
従
業
員
か
ら
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
示
を
受
け
て
、
税
や

社
会
保
険
の
手
続
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

【
使
用
例
】

社
会
保
障
関
係

・
年
金
の
資
格
取
得
や
確
認
、
給
付

・
雇
用
保
険
の
資
格
取
得

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
事
務

・
医
療
保
険
の
給
付
の
請
求

・
福
祉
分
野
の
給
付
、
生
活
保
護

税
務
関
係

・ 

税
務
署
に
提
出
す
る
確
定
申
告
書
、

届
出
書
、
法
定
調
書
な
ど

・ 

市
役
所
な
ど
に
提
出
す
る
申
告
書
、

給
与
支
払
報
告
書
な
ど

災
害
対
策

・
防
災
、
災
害
対
策
に
関
す
る
事
務

・
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
の
給
付

・
被
災
者
台
帳
の
作
成
事
務

【
問
い
合
わ
せ
先
】

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
︵
２
０
︶
０
１
７
８

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

︵
土
日
、祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
︶

※ 

10
月
か
ら
平
成
28
年
３
月
ま
で
の
半

年
間
は
、
平
日
の
午
前
９
時
30
分
か
ら

　

平
成
28
年
１
月
以
降
、
税
や
社
会
保

障
の
手
続
き
で
従
業
員
な
ど
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
に
伴
い
、
多
く
の
様
式
が
変

更
さ
れ
る
予
定
で
す
の
で
、
書
類
作
成

の
際
の
業
務
手
順
の
確
認
や
準
備
な
ど

を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
注
意
点

取　

得

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
取
得
で
き
る
の
は
、

法
令
で
定
め
ら
れ
た
場
合
の
み
で
す
。

取
得
の
際
は
、
法
律
の
範
囲
内
で
利
用

目
的
を
特
定
し
、
明
示
し
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
他
人
の
な
り

す
ま
し
な
ど
を
防
止
す
る
た
め
、
厳
格

な
本
人
確
認
を
行
い
ま
す
。

利
用
・
提
供

　

税
や
社
会
保
障
に
関
す
る
手
続
書
類

に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
し
て
提
出
し

ま
す
が
、こ
の
利
用
目
的
以
外
の
利
用
・

提
供︵
社
員
番
号
と
し
て
の
利
用
な
ど
︶

は
で
き
ま
せ
ん
。

保
管
・
廃
棄

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
含
む
個
人
情
報
の

漏
え
い
・
紛
失
を
防
ぐ
た
め
に
、
安
全

管
理
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
利
用
し
な
く
な
っ
た
場
合

な
ど
は
、で
き
る
だ
け
速
や
か
に
廃
棄
・

削
除
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

特
定
個
人
情
報
保
護
委
員
会
が
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
・
提
供
・
保
管
制

限
や
、
安
全
管
理
の
内
容
・
方
法
な
ど

を
示
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
て

い
ま
す
の
で
、こ
れ
を
参
考
に
今
一
度
、

対
策
の
見
直
し
と
そ
れ
を
踏
ま
え
た
準

備
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

午
後
10
時
ま
で
、年
末
年
始
を
除
く

　

土
日
、祝
日
の
午
前
９
時
30
分
か
ら

　

午
後
５
時
30
分
ま
で
開
設
し
ま
す
。

情
報
管
理
課　

☎
㉔
１
７
３
８︵
制
度
全
般
︶

市
民
生
活
課　

☎
㉔
１
７
１
０︵
カ
ー
ド
交
付
︶
広報大洲 ₁₀月号5



シリーズ防災シリーズ　№ ₉

文化財

豊茂のスダジイ
愛媛県指定天然記念物
個人所有

　肱川下流域左岸の豊茂地区の山
さ

神
じ

坊
ぼ う

集落に所
在する本樹は、樹齢約４00年、樹高約1₈.5ｍで、
根元から枝分かれした ₈ 本の幹が四方に広がっ
ています。主幹の幹周りは、県内最大となる ６
ｍもあります。
　地域を代表する巨樹らしく、古くから信仰の
対象となっていたようで、古老の話では、かつ
ては地蔵尊や大明神が祀

ま つ

られ、大勢の山伏など
がたびたび本樹を訪れていたといいます。実際
に現地には、株の中心部に木の成長によって埋
没した石の祠

ほこら

があり、かなり以前から信仰され
ていたことが分かります。
　本樹は枝張りが30ｍを越え、その大迫力の大
きさはあたかも一つの森のようであり、巨樹の
名にふさわしく見学にもお薦めの一本です。

（昭和2₇年 3 月2₇日指定）

野　鳥

ヒバリシギ（雲雀鷸）
チドリ目シギ科
大きさ　14.5㎝

　田んぼが少し黄金色に色づくころ、シベリア
中部やカムチャツカ半島で子育てをして、オー
ストラリアなどの南半球で越冬する長旅の途中、
日本に立ち寄ります。東大洲などの水田は、休
憩地として最適のようで毎年出会うことができ
ます。
　シギの仲間は、どれもよく似た色合いや体つ
きですが、特徴はスズメくらいの大きさと、背
中からＶの字に見える模様です。また、ヒバリ
のように見える事から、この名前がついたとい
われています。
　人間と関わることで、生き物たちは、ほそぼ
そと命をつないでいますが、今後予想される農
業政策などで、農地が荒れることなく、生き物
たちの命が満たされ続ける事を祈っています。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

地
震
発
生
、
そ
の
時
身
を
守
る
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　

地
震
発
生
時
、
ま
ず
は
身
の
安
全
を
守
る
こ
と
が
最
優
先
で
す
。
次
の
６
つ
の
ポ

イ
ン
ト
に
注
意
し
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

①
ま
ず
、
身
の
安
全
を
確
保

　

揺
れ
を
感
じ
た
ら
、
ま
ず
丈
夫
な

机
や
テ
ー
ブ
ル
な
ど
の
下
に
身
を
隠

し
ま
し
ょ
う
。
座
布
団
な
ど
が
身
近
に

あ
れ
ば
、
頭
部
を
保
護
し
ま
し
ょ
う
。

②
非
常
脱
出
口
の
確
保

　

揺
れ
が
お
さ
ま
っ
た
ら
、
玄
関
な

ど
の
扉
を
開
け
て
非
常
脱
出
口
を
確

保
し
ま
し
ょ
う
。

③
あ
わ
て
て
外
に
飛
び
出
さ
な
い

　

揺
れ
が
お
さ
ま
る
ま
で
は
周
囲
の

状
況
を
よ
く
確
か
め
、
あ
わ
て
て
外

へ
飛
び
出
す
こ
と
な
く
落
ち
着
い
て

行
動
し
ま
し
ょ
う
。

④
揺
れ
が
お
さ
ま
れ
ば
、
火
の
始
末

　

使
用
中
の
ガ
ス

器
具
、
ス
ト
ー
ブ

な
ど
は
、
火
を
消

し
ま
し
ょ
う
。
ガ

ス
器
具
は
元
栓
を

締
め
、
電
気
器
具

は
電
源
プ
ラ
グ
を

抜
き
ま
し
ょ
う
。

⑤
津
波
に
注
意

　

強
い
地
震
を
感
じ
た
と
き
、
ま
た

は
弱
い
地
震
で
あ
っ
て
も
長
い
時
間

ゆ
っ
く
り
と
し
た
揺
れ
を
感
じ
た
と

き
は
、
直
ち
に
海
岸
か
ら
離
れ
、
高

台
へ
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
が
け
崩
れ
に
注
意

　

山
ぎ
わ
や
急
傾
斜
地
で
は
、
が
け

崩
れ
が
起
き
や
す
い
の
で
、
早
め
に

避
難
し
ま
し
ょ
う
。
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シリーズ
青年海外協力隊　梶田　真

ま

緒
お

　さん
カメルーン便り　第一巻

ろ
を
見
た
と
き
、衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

何
で
も
の
せ
る
の
か
～
と
。
く
ん
で
き

た
水
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
、
フ
ル
ー
ツ
や

パ
ン
を
入
れ
た
籠
を
頭
に
の
せ
て
上
手

に
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
売
っ
て
い
る
姿

を
よ
く
目
に
し
ま
す
。
落
ち
な
い
の
が

不
思
議
で
た
ま
り
ま
せ
ん
。

　

ほ
か
に
も
、
ベ
ッ
ド
の
マ
ッ
ト
レ
ス

を
購
入
し
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
ど
う

や
っ
て
運
ぶ
の
か
と
思
い
き
や
、
タ
ク

シ
ー
の
上
に
の
せ
て
、
運
転
手
も
ふ
く

め
乗
客
み
ん
な
︵
も
ち
ろ
ん
私
も
︶
で
、

片
手
で
落
ち
な
い
よ
う
に
支
え
て
、
宿

泊
施
設
の
ド
ミ
ト
リ
ー
ま
で
運
び
ま
し

た
。
さ
す
が
っ
す
。

【
何
し
て
る
の
】

　

派
遣
さ
れ
て
か
ら
、
初
め
の
１
カ
月

は
、
首
都
ヤ
ウ
ン
デ
で
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
や
フ
ラ
ン
ス
語
の
語
学
訓
練
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
で
あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
赴

任
先
の
エ
ボ
ロ
ワ
に
移
動
し
ま
し
た
。

　

先
輩
隊
員
の
温
か
い
受
け
入
れ
と
気

遣
い
、
そ
し
て
調
整
員
や
所
長
な
ど
Ｊジ
ャ

Ｉイ

カ
Ｃ
Ａ
職
員
の
み
な
さ
ん
が
と
て
も
頼

も
し
く
、
安
心
し
て
活
動
が
で
き
る
と

感
じ
ま
し
た
。

ま
く
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
常
に
初
心

の
気
持
ち
を
も
っ
て
楽
し
く
が
ん
ば
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

【
そ
も
そ
も
環
境
教
育
っ
て
ど
ん
な
こ

と
を
す
る
の
】

　

カ
メ
ル
ー
ン
は
、
緑
の
多
い
資
源
豊

か
な
国
で
す
。
し
か
し
、
道
端
や
川
に

は
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
ゴ
ミ
が
捨
て

ら
れ
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
発
展
の

た
め
に
貴
重
な
森
林
資
源
は
破
壊
さ
れ

て
い
ま
す
。
身
近
な
環
境
問
題
に
目
を

向
け
て
い
る
人
は
、
ま
だ
ま
だ
少
な
い

の
で
す
。

　

そ
こ
で
私
は
、
初
等
教
育
省
に
所
属

し
、
管
轄
内
に
あ
る
小
学
校
と
幼
稚
園

を
巡
回
し
、
環
境
教
育
の
授
業
を
す
る

と
い
う
活
動
を
主
に
行
う
予
定
で
す
。

活
動
を
通
し
て
、
環
境
問
題
に
関
心
を

も
た
せ
る
、
ま
た
、
自
然
の
中
で
子
ど

も
の
感
性
を
育
て
る
、
そ
し
て
、
清
掃

活
動
な
ど
を
企
画
し
、
環
境
に
や
さ
し

い
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
フ
ラ
ン
ス
語
は
と
て
も

難
し
い
で
す
。
し
か
し
、
め
げ
ず
に
精

進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
号
で
は
、
１
日
の
生
活
ス
タ
イ
ル

と
交
通
事
情
、
食
事
な
ど
に
も
触
れ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

お
楽
し
み
に
～
～
～
～
～
～
～
。

　

初
め
ま
し
て
、
梶
田
真
緒
で
す
。
７

月
１
日
、
私
は
生
ま
れ
育
っ
た
愛
媛
に

し
ば
ら
く
の
別
れ
を
告
げ
、
中
央
ア
フ

リ
カ
に
位
置
す
る
カ
メ
ル
ー
ン
共
和
国

へ
と
や
っ
て
き
ま
し
た
。
毎
日
が
冒
険

の
よ
う
な
、
刺
激
た
っ
ぷ
り
の
２
年
間

を
赤
裸
々
に
つ
づ
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
便
り
を
通
し
て
、
カ
メ
ル
ー
ン

に
つ
い
て
、
そ
し
て
、
青
年
海
外
協
力

隊
と
は
、
と
い
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

そ
れ
で
は
、は
じ
ま
り
は
じ
ま
り
～
。

【
い
ざ
、
カ
メ
ル
ー
ン
へ
】

　

ア
フ
リ
カ
か
～
、暑
い
だ
ろ
う
な
ぁ
。

と
思
っ
て
い
る
み
な
さ
ん
。
な
ん
と
、

今
の
時
期
は
割
と
涼
し
く
、
朝
晩
は
掛

け
布
団
が
な
い
と
少
し
寒
い
く
ら
い
で

す
。
き
っ
と
日
本
の
夏
の
ほ
う
が
暑
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
乾
季
真

っ
只
中
の
１
月
あ
た
り
が
と
て
も
暑
い

ら
し
い
の
で
、
そ
れ
は
そ
れ
は
恐
ろ
し

い
で
す
。
ま
た
、
カ
メ
ル
ー
ン
は
と
て

も
緑
豊
か
な
国
で
、
町
中
は
見
渡
す
限

り
に
プ
ラ
ン
タ
ン
︵
バ
ナ
ナ
の
一
種
︶、

パ
パ
イ
ヤ
、
マ
ン
ゴ
ー
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
木
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
隊
員

が
派
遣
さ
れ
て
い
な
い
北
部
州
に
お
い

て
は
、
こ
こ
と
は
ま
た
違
う
景
色
で
、

赤
土
の
台
地
が
広
が
る
ア
フ
リ
カ
の
景

色
を
堪
能
で
き
る
み
た
い
で
す
。

　

カ
メ
ル
ー
ン
に
来
て
早
速
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
に
驚
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
頭

の
上
に
物
を
の
せ
て
運
ん
で
い
る
と
こ

丘からの風景：ヤウンデ

語学訓練の先生に感謝を込め
て劇をした時

　

や
っ
と
活
動
ス
タ
ー
ト
。
と
思
い
き

や
、
現
在
は
全
て
の
学
校
が
バ
カ
ン
ス

期
間
で
、
職
場
も
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
６

月
か
ら
９
月
ま
で
お
や
す
み
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
な
の
で
、
市
場
へ
行
っ
た

り
、
キ
リ
ス
ト
教
の
お
祭
り
に
参
加
し

た
り
、
地
元
の
人
の
お
宅
に
お
邪
魔
を

し
て
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

カ
メ
ル
ー
ン
の
人
は
、
い
つ
も
あ
い

さ
つ
だ
け
で
な
く
「
元
気
」「
ど
こ
い

く
の
」
と
い
っ
た
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の

声
掛
け
を
し
て
く
れ
ま
す
。
握
手
付
き

で
。
と
て
も
い
い
文
化
で
す
。

　

生
活
に
慣
れ
る
と
、
新
鮮
な
も
の
が

新
鮮
で
な
く
な
り
、
驚
く
こ
と
も
減
っ

て
き
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
。
見
た
も

の
を
あ
り
の
ま
ま
に
感
じ
、
そ
れ
を
う

広報大洲 10月号7



シリーズ新谷藩主加藤家の文化財　第参幕
　

加
藤
泰
廣
は
、
宝ほ
う

永え
い

７
年
︵
１
７
１

０
︶、
大
洲
藩
３
代
藩
主
加
藤
泰や
す

恒つ
ね

の

７
男
と
し
て
江
戸
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

享き
ょ
う

保ほ
う

９
年
︵
１
７
２
４
︶、
新
谷
藩
３

代
藩
主
加
藤
泰や
す

貫つ
ら

の
養
子
に
な
る
と
、

享
保
12
年
︵
１
７
２
７
︶
に
は
泰
貫
の

隠
居
に
伴
い
家
督
を
相
続
し
ま
し
た
。

　

泰
廣
は
、
享
保
17
年
︵
１
７
３
２
︶

多た

だ田
儀ぎ

八は
ち
ろ
う郎
︵
朱
子
学
者
三み

宅や
け

尚し
ょ
う

斎さ
い

に
学
び
、
の
ち
に
室む
ろ

鳩き
ゅ
う

巣そ
う

の
門
下
と

な
る
︶
を
招
き
、
講
義
を
受
け
る
な
ど

学
問
に
熱
心
な
藩
主
で
し
た
。
こ
の
儒

者
の
招し
ょ
う

聘へ
い

は
、
同
年
に
本
藩
大
洲
藩

が
、
陽
明
学
者
川か
わ

田だ

雄ゆ
う

琴き
ん

を
藩
士
に
迎

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
谷
藩
士
へ
の

教
育
を
狙
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

宝ほ
う
れ
き暦
６
年
︵
１
７
５
６
︶、
長
男
の

泰や
す

官の
ぶ

に
家
督
を
譲
り
隠
居
す
る
と
、
宝

暦
９
年
︵
１
７
５
９
︶、
病
気
の
た
め

新
谷
へ
引
き
移
り
ま
し
た
。

　

天て
ん
め
い明
５
年
︵
１
７
８
５
︶、
新
谷
に

お
い
て
76
歳
で
没
す
る
と
、
新
谷
の
大

恩
寺
に
葬
ら
れ
ま
し
た
。

加 

藤 

泰 

廣
（
か
と
う
や
す
ひ
ろ
）

加藤泰官の墓所

　大洲はクリの産地で、愛媛県内第 1 位の生産量を
誇ります。地形を生かした栽培と自然状況が適して
いるそうです。
　品種は、利

り

平
へい

、倉
くらかた

方甘
あまぐり

栗、筑
つく

波
ば

、石
いし

鎚
づち

、銀
ぎんよせ

寄、大
おお

洲
ず

早
わ せ

生など、多くの品種が取れます。クリの評価も
高く、中部地方の一部や、関西圏で積極的に使用さ
れています。もっと大洲のクリを知っていただきた
いという事で、大洲産のクリを使った商品開発を行
い、認知度向上するためのブランド戦略事業も行っ
ています。
　今後の大洲産のクリに注目したいところです。

大洲商工会議所青年部　大洲ご当地クイズ

※今月のクイズの答えは、広報大洲11月号に掲載します。

【先月号のクイズの解答・解説】
　大洲市のいもたきの特徴として、〇〇だしが特徴で
すが、〇〇とはなんでしょうか？

①　牛肉
②　昆布
③　とり肉

解答…③

解説…大洲のいもたきは、とり肉でだしをとります。
昆布でだしをとるのは、島根県津和野町。牛肉でだ
しをとるのは、山形県中山町です。
　この 3 つのいもたきは「日本
三大芋煮」と呼ばれ、三大いも
たきサミットが大洲市で行われ
ました。
　各地のいもたきの食べ比べを
した人は、味はいかがでしたか。

【今月のクイズ】
　大洲産のクリのブランド戦略事業名は、何と
言うでしょうか。

①　ビッ栗！プロジェクト
②　大洲まるごと栗イズム
③　大洲地栗倶楽部

加 

藤 

泰 

官
（
か
と
う
や
す
の
ぶ
）

　

加
藤
泰
官
は
、
元げ
ん
ぶ
ん文
２
年
︵
１
７
３

７
︶、
４
代
藩
主
泰や
す

廣ひ
ろ

の
長
男
と
し
て

江
戸
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
宝ほ
う
れ
き暦
６
年

︵
１
７
５
６
︶、父
泰
廣
の
隠
居
に
伴
い
、

20
歳
で
家
督
を
相
続
し
、
翌
年
初
め
て

新
谷
に
入
り
ま
し
た
。

　

藩
主
在
任
期
間
中
は
、
朝
鮮
通
信
使

が
来
日
し
た
宝
暦
13
年
︵
１
７
６
３
︶

に
淀
か
ら
京
都
、
遠と
う
と
う
み
の
く
に

江
国
新あ
ら

居い

ま
で
の

鞍く
ら

皆か
い

具ぐ

︵
鞍く
ら

・
鐙あ
ぶ
み

・
轡く
つ
わ

・
手た

綱づ
な

・
腹は
ら
お
び帯

な
ど
装
具
一
式
︶
二
頭
分
の
差
し
出
し

を
命
じ
ら
れ
た
ほ
か
、
明め
い

和わ

５
年
︵
１

７
６
８
︶
に
は
駿す
ん

府ぷ

加
番
を
命
じ
ら
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
江
戸
城
の
幸
さ
い
わ
い

橋ば
し・
日
比
谷
口
・

呉
服
橋
御
門
の
諸
門
番
を
５
回
勤
め
ま

し
た
。

　

泰
官
は
、
祖
父
泰や
す

恒つ
ね

や
伯
父
文ぶ
ん

麗れ
い

の

画
才
を
う
け
て
絵
が
巧
み
で
あ
っ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、明
和
８
年︵
１

７
７
１
︶、
病
の
た
め
新
谷
に
お
い
て

35
歳
で
没
す
る
と
、
新
谷
の
大
恩
寺
に

葬
ら
れ
ま
し
た
。

加藤泰廣の墓所
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シリーズ

手軽で簡単なレシピ集　Vol. ₇〈小松菜のノリあえ〉
（材料 2 人分）
小松菜 120ｇ
えのき ４0ｇ
ニンジン 20ｇ
モヤシ 20ｇ
ノリの佃煮 10ｇ
みりん 小さじ 1 強
刻みノリ 少々

－ノリのアミノ酸は「日本の味」－
　ノリには、日本の伝統的なうま
味成分であるグルタミン酸・イノ
シン酸・グアニル酸が含まれてい
ます。これらの成分を全て含んで
いる天然食品は、ノリ以外に無い
といわれています。
　ノリは、海と太陽の恵みが生ん
だ「日本の味」です。だから、ご
飯にノリを巻いただけでもおいし
いのです。

【レシピ提供：大洲市保健センター】

作り方
①　小松菜は、ゆでて 2 ～ 3 ㎝の長さに切る。

②　 えのきも 2 ～ 3 ㎝の長さに、ニンジンも 2 ～ 3 ㎝の長さの千切

り、もやしは食べやすい長さに切る。

③　えのき、ニンジン、もやしをゆでる。

④　ノリの佃煮とみりんを合わせて、①③をあえる。

⑤　器に盛りつけ、刻みノリを飾る。

はくさいこしいたけお なしお

全
国
道
路
・
街
路
交
通
情
勢
調
査
を
行
い
ま
す

鹿
野
川
ダ
ム
改
造
事
業
の
迫
力
を
体
感
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

国
土
交
通
省
で
は
、
都
道
府
県
、
政

令
指
定
都
市
、
高
速
道
路
会
社
な
ど
と

連
携
し
て
、９
月
か
ら
11
月
ま
で
の
間
、

全
国
で
自
動
車
の
使
わ
れ
方
な
ど
を
調

べ
る
全
国
道
路
・
街
路
交
通
情
勢
調
査

を
実
施
い
た
し
ま
す
。
こ
の
調
査
の
う

ち
、自
動
車
起
終
点
調
査
に
つ
い
て
は
、

無
作
為
に
選
定
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
自

動
車
を
保
有
す
る
人
・
事
業
者
に
対
し

て
、
利
用
実
態
を
お
答
え
い
た
だ
く
調

査
で
す
。

　

調
査
結
果
は
、
道
路
の
計
画
や
管
理

な
ど
に
つ
い
て
の
基
礎
と
な
る
重
要
な

資
料
と
な
る
も
の
で
す
。
調
査
の
主
旨

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
︵
９
４
６
︶
２
１
１

※
午
前
９
時
～
午
後
６
時

　
︵ 

日
曜
、
祝
日
を
除
く
︶　

　

鹿
野
川
ダ
ム
で
は
、
肱
川
を
流
れ
る

水
を
き
れ
い
に
す
る
と
と
も
に
、
大
雨

が
降
っ
た
時
に
は
、
今
よ
り
も
た
く
さ

ん
の
水
を
ダ
ム
に
貯
め
て
下
流
の
浸
水

被
害
を
減
ら
す
た
め
、
現
在
改
造
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
業

は
、
世
界
で
も
ほ
と
ん
ど
例
が
な
い
大

規
模
な
も
の
で
、
直
径
11
・
５
㍍
の
洪こ

う

水ず
い

吐ば
き

ト
ン
ネ
ル
︵
上
流
か
ら
流
れ
て
き

た
洪
水
の
量
を
絞
っ
て
下
流
に
流
す
た

め
の
ト
ン
ネ
ル
︶
は
圧
巻
で
す
。

　

山
鳥
坂
ダ
ム
工
事
事
務
所
で
は
、
鹿

野
川
ダ
ム
の
見
学
会
を
随
時
開
催
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
そ
の
迫
力
を

体
感
し
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
見
学
い
た
だ
い
た
人
に
は
、

限
定
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ダ
ム
改
造
事
業
カ

ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

【
見
学
時
間
】

平
日　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

【
所
要
時
間
】
１
時
間
～
１
時
間
30
分

【
問
い
合
わ
せ
先
】

鹿
野
川
ダ
ム
管
理
庁
舎

☎
㉞
２
３
５
０

鹿
野
川
ダ
ム
管
理
庁
舎
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まちのわだい

秋の風を感じながら
～いもたき初煮会～

　およそ300年の歴史があり、大洲の秋の風物詩であ
る「いもたき」シーズンの訪れを告げる初煮会が、如

にょ

法
ほう

寺
じ

河原で開催されました。
　会場では、大鍋で作られた「いもたき」1,000人分
が無料で振る舞われました。会場を訪れた家族連れな
ど多くの人は、涼しい川風を感じながら「いもたき」
に舌鼓を打っていました。

8 月28日㈮

新鮮獲れたての魚をどうぞ
～長浜漁師あらせ市～

　長浜港に水揚げされた、新鮮な魚や貝などを直売す
る「長浜漁師あらせ市」が開催されました。
　漁師あらせ市は、長浜町漁協が「大洲市がんばるひ
と応援事業」の助成を受けて ₇ 月から始めたもので、
これからも、毎月第 3 土曜日に開催します。
　市内で唯一海に面している長浜地区の、新しい名所
となるよう期待が膨らみます。

8 月22日㈯

こだまする太鼓の音に誘われて
～山鳥坂の鎮

し

縄
め

神
か ぐ ら

楽～
　毎年の恒例行事として帰省客も多く訪れる「山鳥坂
の夜神楽」が、岩谷小学校跡で行われました。
　かがり火に照らされる勇壮な舞は神秘的で、来場し
た多くの人たちは、幻想的な世界へ引き込まれていま
した。
　全長50ｍの大蛇の登場には歓声が上がり、各種祈願
にも行列ができるなど、会場は大いに盛り上がりました。

8 月13日㈭

ふるさとの夏の思い出
～かわべふるさと祭り～

　お盆の恒例行事である「かわべふるさと祭り」が、
ふるさと公園で開催されました。
　午前中は雨の心配をしましたが、無事にカラオケ大
会や扇子踊り、歌謡ショーなどの催しが行われ、多く
の来場者でにぎわいました。
　最後には、約９00発の花火が打ち上げられ、夏の夜
空を華やかに彩りました。

8 月14日㈮
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おおずニュース

災
害
時
に
お
け
る
支
援
・
協
力
の
協
定
締
結

今年もええモンが決まりました　～大洲ええモンセレクション認定書交付式・認定品発表会～
　平成2₇年度「大洲ええモンセレクション」の認定
書交付式・認定品発表会が ₈ 月 ₇ 日㈮、料苑たる井
で開催されました。
　「大洲ええモンセレクション」の認定も ４ 回目を迎
え、今回は、新規認定 ４ 事業者10品目、更新 ６ 事業
者10品目が認定品として選ばれました。
　式典で清水市長は「厳しい審査を通過した認定品
を全国に通用するものにしたい。今後もみなさんと
ともに大洲市の良いものを全国にＰＲしていきた
い」とあいさつしました。その後、認定書を事業所
の代表者一人ひとりに手渡しました。

　認定事業者を代表して有限会社ヒロファミリーフ
ーズの奥田廣

ひろ

司
し

さんは「今回の認定に自信と誇り、
責任を持ち、地方創生の一翼を担いたい。自分たち
の地道な活動が結果として大洲のためになると信じ
ている」と述べられました。
　交付式終了後、認定品のお披露目が行われ、参加者
が各ブースを回りながら試食などをしました。
　今回の認定により、大洲ええモンセレクションの
総認定品数は1６事業者3９品目になりました。これか
らも、大洲ブランド創出事業の一環として、流通拡
大や地域産業の活性化を図っていきます。

　

本
市
で
は
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合

に
備
え
て
、災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、

全
庁
で
の
災
害
対
応
を
行
え
る
体
制
を

整
備
す
る
と
と
も
に
、
事
前
に
で
き
る

限
り
の
食
糧
や
物
資
を
計
画
的
に
備
蓄

し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
市
内
全
域
が
被
災
す
る
な

ど
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合

は
、
災
害
対
応
を
行
う
マ
ン
パ
ワ
ー
や

備
蓄
し
て
い
る
食
糧
・
物
資
な
ど
に
も

限
界
が
あ
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
自
治

体
間
や
民
間
企
業
と
協
定
を
締
結
し
、

迅
速
か
つ
円
滑
に
被
災
者
へ
の
支
援
を

行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
６
月
１
日
㈪
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
コ
メ
リ
災
害
支
援
セ
ン
タ
ー
と
物

資
供
給
︵
作
業
用
品
・
日
用
品
・
水
・

電
気
用
品
な
ど
︶
の
支
援
に
関
す
る
協

定
を
締
結
。
７
月
22
日
㈬
、
株
式
会
社

ゼ
ン
リ
ン
と
災
害
時
に
活
用
す
る
地
図

製
品
な
ど
の
供
給
や
利
用
に
関
す
る
協

定
を
締
結
。
８
月
12
日
㈬
に
は
、
市
内

19
郵
便
局
と
避
難
所
へ
の
郵
便
物
配

布
、
車
両
提
供
や
道
路
な
ど
の
損
傷
状

況
の
情
報
提
供
と
い
っ
た
業
務
支
援
に

関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
災
害
時
の
支
援
や
復
旧
体

制
の
強
化
を
目
指
し
、
民
間
企
業
や
自

治
体
間
で
の
相
互
支
援
協
定
の
締
結
な

ど
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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おおずニュース

プ
ロ
選
手
の
指
導
を
受
け
て

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
振
興
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
え
ひ
め
国
体
・
え

ひ
め
大
会
の
周
知
を
図
る
た
め
、
８
月

７
日
㈮
、
大
洲
市
総
合
体
育
館
で
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
教
室
に
は
、
元
全
日
本
代
表
で
03

年
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
Ｍ
Ｖ
Ｐ
に
も
輝
い

た
山
本
隆た
か

弘ひ
ろ

さ
ん
と
、
国
内
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
リ
ー
グ
の
最
高
峰
で
あ
る
プ
レ
ミ

ア
リ
ー
グ
で
活
躍
す
る
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

パ
ン
サ
ー
ズ
の
現
役
３
選
手
が
指
導
者

と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
開
催
前
に
は
、

指
導
者
４
人
と
関
係
者
６
人
が
市
役
所

を
訪
れ
、
企
業
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域

貢
献
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
市

長
に
記
念
の
サ
イ
ン
ボ
ー
ル
が
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　

夕
方
か
ら
開
催
さ
れ
た
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
教
室
に
は
、
市
内
の
小
中
学
生
や
高

校
生
、
一
般
か
ら
72
人
が
参
加
し
、
ス

ト
レ
ッ
チ
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
高
め
る

た
め
の
ゲ
ー
ム
、
基
本
動
作
で
体
を
動

か
し
た
後
、
小
中
学
生
と
高
校
・
一
般

に
分
か
れ
て
レ
シ
ー
ブ
や
ア
タ
ッ
ク
の

実
践
練
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

練
習
終
了
後
に
は
、
質
疑
応
答
や
記

念
撮
影
、サ
イ
ン
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
み
な
さ
ん
は
、
プ
ロ
選
手
か

ら
直
接
指
導
を
受
け
る
こ
と
で
、
普
段

の
練
習
の
時
と
は
一
味
違
っ
た
手
応
え

を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　�全日本美容技術選手権大会（花
嫁着付部門）に出場

　 ₈ 月 3 日㈪、松山市総合コミュニティセンター

で開催された「第51回愛媛県美容技術選手権大会」

において、上野知
とも

子
こ

さん（若宮）が花嫁着付競技

部門で見事優勝し、全国大会への出場を決めました。

　10月に札幌市で行われる全国大会に向けて「 5

年前の中振り袖着付部門に続き 2 度目の全国大会

出場になるので、前回より落ち着いて大会に臨み、

優勝目指して頑張りたい」と抱負を述べられました。

　 ₈ 月 ６ 日㈭、八幡浜アスリートクラブ所属の大原
翔
しょう

さん（新谷小）が、愛媛県総合運動公園陸上競技
場で行われた第31回全国小学生陸上競技交流大会最
終選考会で、100ｍと ４ ×100ｍリレー競技で優勝し、
全国大会の出場報告のため市役所を訪れました。
　県選考会では 2 種目で優勝しましたが、全国大会
では競技規定により 1 種目しか出場できないため、
４ ×100ｍリレー競技に出場します。大原さんは「 ４
人で力を合わせて優勝できるように頑張りたい」と
抱負を語りました。

　全国大会出場を報告
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おおずニュース

お
お
ず
の
熱
い
夏　

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
の
夏

　

え
ひ
め
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
祭
り
２
０

１
５
～
今
年
も
咲
け　

大
輪
の
華は
な

！
～

が
、
８
月
23
日
㈰
、
肱
川
緑
地
公
園
を

メ
イ
ン
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
日
は
、
強
い
日
差
し
が
照
り
つ

け
る
暑
い
日
で
し
た
が
、
県
内
外
か
ら

初
出
場
１
チ
ー
ム
を
含
む
31
チ
ー
ム
お

よ
そ
１
１
０
０
人
の
踊
り
子
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

沿
道
に
は
、
華
麗
な
踊
り
を
一
目
見

よ
う
と
多
く
の
観
客
が
詰
め
か
け
、
カ

メ
ラ
や
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
て
い

る
人
も
い
ま
し
た
。

　

各
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
受
賞
結
果
は
、
左

記
の
と
お
り
で
す
。

　新たな研究のために
　 ₈ 月1₈日㈫、愛媛小林製薬株式会社から長浜高
等学校にクラゲ用水槽が贈られました。
　この水槽は、縦横６0㎝・厚さ20㎝の容器の中に
直径６0㎝の円形の水槽がある、クラゲ飼育専用の
特注品です。
　水槽を受け取った長浜高校を代表してチーム・
ニモの重松夏

か

帆
ほ

さんと山本美
み ほ

歩さんは「特別な設
備を必要とするクラゲの研究ができる。これまで
の研究を生かし、新たな発見ができるよう頑張り
たい」とお礼と抱負を述べました。
　愛媛小林製薬松村社長からは「次の世界大会で
は、ぜひ 1 等賞を目指して頑張ってほしい」とエ
ールも送られました。

　 ９ 月 1 日㈫、「おおずシェイクアウト訓練」が実
施されました。この訓練は、いつ発生するか分か
らない地震に対応するために、「その時いる場所」
でどう対処し、どう行動するかを一斉に実施する
訓練です。
　市内10６カ所で12,６3₇人が参加し、この訓練に併
せて小学校や自主防災組織では、避難所開設訓練
や炊き出し、地震・津波からの避難訓練なども実
施されました。
　近い将来発生するといわれている南海トラフ地
震などの災害時に自分の身を守るために、これか
らも防災訓練に積極的な参加をお願いします。

　災害時、生き残ることをまず考えて

カテゴリー別受賞結果
カテゴリー① チーム名

大　賞 羅
ら

り瑠
る

れ櫓
ろ

連
れん 

（大洲）

準大賞 神
か む い  

舞ーＫＡＭＵＩ－（大洲）

銅　賞 浜
はま

っ鼓
こ

★弾
だん

★Ｄ
だ ん  

ＡＮ（新居浜）

カテゴリー② チーム名
金　賞

跳
ちょう

星
せい

～Ｈ
ほ っ ぷ

ＯＰ☆Ｓ
す た ー

ＴＡＲ～（内子）高知よさこい祭り
振興会会長賞
銀　賞 チーム響

ひびき 

（西予）

銅　賞 疾
しっぷうじんらい 

風迅雷（大洲）

カテゴリー③ チーム名

金　賞 喜
き

多
た

っ子
こ

パワーズ2015喜
き

鷹
おう

組
ぐみ 

（大洲）

銀　賞 Ｇ
ぐ れ い て す と

ＲＥＡＴＥＳＴ★Ｅ
え な じ ー  

ＮＥＲＧＹ（西条）

銅　賞 熱
ねっけつ

血‼北
きた

中
ちゅう

Ｙ
よ さ こ い

ＯＳＡＫＯＩ部
ぶ  

（大洲）

大洲市長賞 パワーぜんかい　平
たいら

組
ぐみ

！（大洲）

大洲商工会議所
会頭賞 喜

き

多
た

っ子
こ

パワーズ2015喜
き

龍
りゅう

組
ぐみ 

（大洲）

大洲市観光協会
会長賞 元

げん

気
き

いっぱい華
はな

咲
さ

け南
なん

中
ちゅう

（大洲）

大洲商店街連合会
会長賞 喜

き

多
た

っ子
こ

パワーズ2015喜
き

猿
えん

組
ぐみ

（大洲）

大洲市教育委員会
教育長賞 ジョイフルダンス（大洲）
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お し ら せ
　
銀
河
鉄
道
９
９
９
イ
ベ
ン
ト
開
催

　
～
漫
画
家�

松
本
零れ

い

士じ

先
生
と
メ
ー
テ
ル
に
愛
に
お
い
で
や
～

【
日　

程
】

10
月
17
日
㈯　

午
後
４
時
～

▽
松
本
零
士
先
生
と
食
事
会

　
︵
路
上
長
テ
ー
ブ
ル
食
事
会
︶

※
要
予
約

▽ 

新
谷
一
万
石
の
街
を
彩
る
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
︵
雨
天
時
中
止
︶

▽
ミ
ニ
ラ
イ
ブ

10
月
18
日
㈰　

午
後
２
時
30
分
～

▽
銀
河
鉄
道
９
９
９
イ
ラ
ス
ト
審
査
会

※ 

「
新
谷
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
も
同
時

開
催
︵
午
前
９
時
～
午
後
３
時
︶

【
場　

所
】

17
日　

新
谷
町
堤
防
沿
い

18
日　

 

新
谷
公
民
館
︵
大
洲
市
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
︶

【
路
上
長
テ
ー
ブ
ル
食
事
会
参
加
者
募
集
】

▽
食
事
代

　

９
９
９
円
＋
１
０
０
０
円

※
こ
こ
だ
け
の
限
定
品
付

▽
定　

員

　

２に

い

や
１
８
人
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

【
問
い
合
わ
せ
先
】

新
谷
一
万
石
ま
ち
お
こ
し
の
会
事
務
局

︵
新
谷
公
民
館
内
︶　

☎
㉕
０
０
２
４

主催：大洲産業フェスタ実行委員会・大洲市　　【問い合わせ先】商工産業課☎2４－2111

※駐車場について
　▽伊予木材㈱駐車場から、シャトルバスを運行します。
　▽詳細は、市公式ホームページまたは10月11日㈰折り込み予定の
　　愛媛新聞折り込みチラシをご覧ください。

展示・販売ブース ステージイベント
■企業展示コーナー
■大洲うまいモンコーナー
■大洲ええモンセレクションコーナー
■農林水産品直売（愛たい菜店舗ほか）

■₂₀₁₂年世界チャンピオン　フリースタイルフットボーラー
　德田耕太郎さん　パフォーマンス＆リフティング体験
■大洲ええモン抽選会
■大洲のええモンＰＲコーナー
■もちまき・菓子まき　　など

日　時　10月12日（月・祝）
　　　　午前 ９ 時～午後 3 時30分
場　所　たいき産直市「愛たい菜」駐車場
　　　　（大洲市東大洲1₇02－ 1 ）
雨天決行
※荒天の場合は、中止となることがあります。

【
総
合
司
会
】

や
の
ひ
ろ
み

２
０
１
２
年
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
フ
ッ
ト
ボ
ー
ラ
ー

德
田
耕こ
う

太た

郎ろ
う

さ
ん
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Information

　
「
科
学
体
験
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
ま
す

　

子
ど
も
た
ち
が
科
学
実
験
や
工
作
の

体
験
、
水
族
館
の
生
物
を
観
察
す
る
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
自
然
の
不
思
議
さ
や

科
学
の
面
白
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
楽
し
い
ブ
ー
ス
を
た
く
さ

ん
用
意
し
て
い
ま
す
。
青
少
年
交
流
の

家
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も
同
時
開
催
さ
れ

ま
す
の
で
、
ご
家
族
で
楽
し
い
一
日
を

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
】
10
月
17
日
㈯

【
場　

所
】

メ
イ
ン
会
場　

 

国
立
大
洲
青
少
年
交
流
の

家
体
育
館
・
自
然
環
境
館

サ
ブ
会
場　
　

 

県
立
長
浜
高
等
学
校
内

長
高
水
族
館

【
時　

間
】

メ
イ
ン
会
場　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

※
入
場
は
午
後
3
時
30
分
ま
で

サ
ブ
会
場　
　

午
前
11
時
～
午
後
3
時

【
駐
車
場
】

メ
イ
ン
会
場　

 

国
立
大
洲
青
少
年
交
流

の
家
グ
ラ
ウ
ン
ド

サ
ブ
会
場　
　

長
浜
高
等
学
校

※ 

大
洲
～
長
浜
間
の
バ
ス
送
迎
は
あ
り

ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

生
涯
学
習
課　

☎
㉔
１
７
３
５

　清流河辺川で第2₈回渓流つり大会を開催しま
す。釣り上げた魚（アメノウオ・マス）の大き
さを競い合い順位を決定します。
　渓流つりの醍

だい

醐
ご

味
み

である、大物アメノウオの
手ごたえを楽しめるかもしれません。
　なお、釣りざおや餌などは、各自でご用意く
ださい。

【日　時】10月1₇日㈯　午前 ₇ 時～
※当日受け付けします。

【場　所】河辺ふるさとの宿集合
【参加費】
大人　　1,500円　
子ども　  500円
※中学生以下

【主催・問い合わせ先】
大洲市観光協会
河辺支部

（河辺支所地域振興
課内）
☎3９－2111

　ＪＡ愛媛たいき管内のおいしい農作物をみな
さんにもっと知ってもらおうと、料理研究家の
本
もと

谷
や

惠
え

津
つ

子
こ

先生とＪＡ愛媛たいき女性部が力を
合わせ、地産地消料理の試食会、講演会を行い
ます。
　参加料は無料ですので、安全・安心なおいし
い地産地消料理をみんなでニコニコ食べましょう。

【日　時】11月1４日㈯　午後 0 時30分～ 2 時30分
※受け付け　正午～　

【場　所】リジェール大洲
【定　員】1,₇00人
【申込期間】
10月 1 日㈭～23日㈮
※定員になり次第締め切り

【問い合わせ先】
ＪＡ愛媛たいき本所組合員課
☎2４－４1₈1

　�第28回　渓流つり大会　�ＪＡ愛媛たいき　家の光
　クッキング・フェスタ

本谷惠津子先生

　

第
7
回
大
洲
市
駅
伝
大
会
（
長
浜
～
大
洲
間
）

紅
葉
で
彩
ら
れ
る
肱
川
で
、
タ
ス
キ
を
つ
な
い
で
み
ま
せ
ん
か

　

第
７
回
大
洲
市
駅
伝
大
会
︵
長
浜
～

大
洲
間
︶
を
開
催
し
ま
す
。

　

コ
ー
ス
は
、
長
浜
の
２
地
点
を
ス
タ

ー
ト
と
し
、
肱
川
に
沿
っ
て
上
流
へ
と

走
り
、
大
洲
市
民
会
館
を
ゴ
ー
ル
と
す

る
コ
ー
ス
で
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
外
か
ら
多
数
の
チ
ー
ム

が
出
場
し
ま
す
の
で
、
大
会
へ
の
協
力

や
沿
道
か
ら
選
手
へ
の
大
き
な
声
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
開
催
日
】

11
月
22
日
㈰　

※
小
雨
決
行

【
開
催
場
所
】

▽
コ
ー
ス　
　

長
浜
～
大
洲
間

▽
ス
タ
ー
ト　

 

晴
海
ふ
れ
あ
い
パ
ー

ク
、
さ
く
ら
苑
前

▽
ゴ
ー
ル　
　

大
洲
市
民
会
館

【
開
会
式
】
長
浜
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

【
閉
会
式
】
大
洲
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
体
育
協
会
事
務
局
︵
文
化
ス
ポ

ー
ツ
課
内
︶

☎
㉔
１
７
３
４

℻
㉓
５
７
６
０
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お し ら せ
　
観
光
案
内
人（
ま
ち
歩
き
ガ
イ
ド
）募
集

【
申
し
込
み
方
法
】

　

電
話
ま
た
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

【
締
め
切
り
】
10
月
30
日
㈮

【
講　

座
】

11
月
～
平
成
28
年
３
月
︵
予
定
︶

【
内　

容
】

市
内
の
観
光
全
般
に
関
す
る
講
座
・
勉
強

会
、
ガ
イ
ド
体
験
、
外
国
語
研
修　

な
ど

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

え
ひ
め
い
や
し
の
南
予
博
２
０
１
６

大
洲
市
実
行
委
員
会
事
務
局

︵
観
光
ま
ち
づ
く
り
課
内
︶
☎
㉔
１
７
１
７

　

広
域
周
遊
型
イ
ベ
ン
ト
「
え
ひ
め
い

や
し
の
南
予
博
２
０
１
６
」
が
、
平
成

28
年
３
月
か
ら
11
月
ま
で
、
南
予
全
域

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
市
で
は
、
訪
れ
る

観
光
客
へ
の
お
も
て
な
し
を
充
実
す
る

た
め
、
観
光
案
内
人
︵
ま
ち
歩
き
ガ
イ

ド
︶
と
し
て
活
躍
い
た
だ
け
る
市
民
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

応
募
さ
れ
た
人
に
は
、
観
光
案
内
人

と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
将
来
の
ま
ち
づ

く
り
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
い
た
だ
け

る
よ
う
、
講
座
や
勉
強
会
な
ど
で
幅
広

い
知
識
を
習
得
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

大
洲
市
の
観
光
や
ま
ち
づ
く
り
に
興

味
の
あ
る
人
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　市有地売り払いのお知らせ
　次のとおり、市有地の売り払いを実施します。
 入札による売却 

【申し込み受付】
　10月 1 日㈭から21日㈬までの午前 ₈ 時30分から午
後 5 時15分までの間に、財政契約課で入札申込書を
受け付けます。
※土日、祝日は除きます。

【入札日時・場所】
10月23日㈮　午後 2 時～　市役所 3 階第 1 会議室

【入札方法と落札者決定】
　上記の日時・場所で入札を行い、入札後その場で
開札し、最低売却価格以上で最高価格の人を落札者
とします。

【売買契約の締結・代金の納入】
▽契約締結：10月30日㈮まで
▽代金納入：契約後 1 カ月以内

【その他】
　現地などの詳細については、担当課または市公式
ホームページでご確認ください。

【問い合わせ先】財政契約課管財係　☎2４－1₇21

▽入札を行う物件

▽申し込み先着順による売却物件

物件番号 所在地 面積（坪） 最低売却価格

2₇︲001 肱川町山鳥坂
1９番 1 ４６.25㎡ ︵13.９９） ₈00,000円

1９︲001 若宮４₈₇番1４ 1９3.９1㎡ ︵5₈.６5） ₈,６４0,000円

20︲00６ 長浜町下須戒 2
番 2  ほか 2 筆 235.15㎡ ︵₇1.13） ４,₇９0,000円

20︲00₈ 長浜町下須戒
₇ 番12 25₈.₇5㎡ ︵₇₈.2₇） ₇,500,000円

20︲010 長浜町下須戒
９ 番 ４ 220.5₈㎡ ︵６６.₇2） ６,220,000円

20︲011 長浜町下須戒
９ 番 5 220.3４㎡ ︵６６.６5） ６,210,000円

2４︲002 長浜甲1９番６2 155.3₇㎡ ︵４６.９９） 5,６₇0,000円

2４︲00９ 長浜町仁久甲 ４
番 1   ほか 2 筆 21₇.5４㎡ ︵６5.₈0） ₇,2６0,000円

物件番号 所在地 面積（坪） 売却価格 備　考

20︲003 白滝甲12６番６ ４35.４６㎡ ︵131.₇2） 3,2６0,000円

20︲00４ 白滝甲６６９番1 ９02.₇2㎡ ︵2₇3.0₇） ９,₇50,000円

22︲003 肱川町山鳥坂
3６番1 2₇5.９４㎡ ︵ ₈3.４₇） ４,0₈0,000円 建物3棟付

　
第
65
回
〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〟
in
長
浜
大
会
２
０
１
５

【
場　

所
】
長
浜
中
学
校
体
育
館

【
内　

容
】

▽
講　

演

　

 「
携
帯
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
の
安
心
安
全

な
使
い
方
」

▽
記
念
演
奏

　

愛
媛
県
警
察
音
楽
隊

　

長
浜
中
学
校
吹
奏
楽
部

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
地
区
保
護
司
会
☎
�
１
３
４
３

　

安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
幸
せ
な
社

会
を
築
く
た
め
に
、
犯
罪
や
非
行
の
予

防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生

を
信
じ
て
、
理
解
を
深
め
、
地
域
で
支

え
温
か
く
見
守
り
ま
し
ょ
う
。
地
域
の

支
え
る
力
が
、
犯
罪
や
非
行
の
予
防
の

第
一
歩
で
す
。

【
日　

時
】
11
月
10
日
㈫

午
後
１
時
30
分
～

広報大洲 10月号 16



Information

　米子市を訪ねる旅　参加者募集

　

え
ひ
め
国
体
・
え
ひ
め
大
会
の

　

大
洲
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

　

国
体
大
洲
市
実
行
委
員
会
で
は
、
全

国
か
ら
訪
れ
る
多
く
の
選
手
・
監
督
を

は
じ
め
、
大
会
関
係
者
や
一
般
観
覧
者

の
み
な
さ
ん
を
温
か
く「
お
も
て
な
し
」

の
心
で
お
迎
え
し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

国
体
・
大
会
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
参
加
し
、
思
い
出
づ
く
り
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

【
募
集
人
員
】
１
０
０
人
程
度

【
活
動
内
容
】

競
技
会
場
で
の
受
付
・
案
内
、
観
客
誘

導
や
駐
車
場
の
整
理
、
式
典
の
運
営
補

助
、
環
境
美
化
活
動
、
会
場
サ
ー
ビ
ス
、

記
録
・
広
報
活
動　

な
ど

【
活
動
期
間
】

え
ひ
め
国
体
・
え
ひ
め
大
会
リ
ハ
ー
サ

ル
大
会
期
間
中

え
ひ
め
国
体
・
え
ひ
め
大
会
本
大
会
期

間
中

【
活
動
場
所
】

▽
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　

八
幡
浜
・
大
洲
地
区
運
動
公
園

▽
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト

　

鹿
野
川
湖

▽
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　

大
洲
市
総
合
体
育
館

※ 

活
動
内
容
に
よ
っ
て
は
他
の
場
所
で

の
活
動
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
特
典
】

　

活
動
に
必
要
な
帽
子
や
ジ
ャ
ン
パ
ー
、

昼
食
は
必
要
に
応
じ
て
支
給
し
ま
す
。

　

な
お
、
活
動
・
研
修
な
ど
の
参
加
に

係
る
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
交

通
費
も
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

【
研　

修
】

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者
に
は
、
活
動

内
容
に
応
じ
て
事
前
に
必
要
な
研
修
会

を
実
施
し
ま
す
。

【
募
集
期
間
】

平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で

【
申
し
込
み
方
法
】

　

登
録
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
事
務
局
へ
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
に
よ
り
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※ 

登
録
申
込
書
な
ど
詳
細
は
、
国
体
大

洲
市
実
行
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.ehim

ekokutai-ozu.
jp/【

問
い
合
わ
せ
先
】

愛
顔
つ
な
ぐ
え
ひ
め
国
体
・
え
ひ
め
大
会

大
洲
市
実
行
委
員
会
事
務
局

︵
え
ひ
め
国
体
推
進
課
︶

☎
�
９
９
９
５

　大洲藩主加藤家ゆかりの地、鳥取県米子市を訪ね
る旅（ 1 泊 2 日）の参加者を募集します。
　米子市は、中国地方最高峰の大山をはじめ、白鳥
が遊ぶ中海など、自然を満喫できるスポットがそろ
っています。そのほか、市内には歴史的な遺産も多
く、とても魅力的なまちです。
　今回の旅では、山陰歴史館、藤

とうじゅ

樹碑など藤樹先生
ゆかりの地を訪ねます。そのほか、鳥取砂丘や砂の
美術館、今年 3 月に大天守の修理を終えた世界文化
遺産「姫路城」など、名所をめぐります。

【日　程】11月20日㈮～21日㈯

※日程は、変更となる場合があります。
【定　員】35人（大型バス 1 台）
※定員になり次第締め切り

【費　用】 1 人　1₈,000円
※ 大洲市友好都市交流促進協議会がバス貸し切り料

などを助成します。
【申し込み期間】10月 5 日㈪～23日㈮
【申し込み先】㈱国際旅行長浜営業所　☎52－1４11
※ 電話でお申し込みください。申し込み締め切り後、

資料をお送りします。

【問い合わせ先】
大洲市友好都市交流促進協議会（観光まちづくり課内）
☎2４－1₇1₇

鳥取県米子市とのゆかり
　1６1６年、中江藤樹先生が ₈ 歳のとき、祖父中
江吉

よし

長
なが

に連れられ米子市へ移られました。滞在
はわずか 1 年でしたが、その間、学問への眼を
開き立志の心を抱き、現在でも米子市では、藤
樹先生の教えが受け継がれています。

11月20日㈮
大洲発　午前 ₇ 時30分－瀬戸大橋－
米子市（山陰歴史館ほか）－

米子市内泊（夕食交流会）

11月21日㈯
米子市－鳥取市（鳥取砂丘／砂の美術館）－
兵庫県姫路市（姫路城）－瀬戸大橋－

大洲着　午後 ₇ 時30分ころ

広報大洲 10月号17



お し ら せ

財政状況をお知らせします

歳
　
　
　
入

地方交付税

全国の市町村によって生じている税収入の格差を是正
し、一定の行政水準を保つために国から交付されるお金�
※�国税６税（所得税、酒税、法人税、消費税、たばこ税、
地方法人税）が原資

国庫支出金 道路や建物の整備などに必要なお金の一部として国から
受け入れたお金

歳
　
　
出

民 生 費 主に福祉の充実のために使ったお金

総 務 費 市役所の管理、電算システム、戸籍、税などの事務に使ったお金

公 債 費 市が借り入れた市債（借金）の返済に使ったお金

一般会計性質別執行状況

歳出総額

233億8,736万円
（100％）

繰出金
26億8,857万円
11.5％

人件費
41億9,843万円
18.0％

扶助費
33億4,524万円
14.3％

物件費
34億1,315万円
14.6％

その他
36億2,344万円
15.5％

公債費
29億7,483万円
12.7％

普通建設事業費
31億4,370万円
13.4％

繰出金
26億8,857万円
11.5％

人件費
41億9,843万円
18.0％

扶助費
33億4,524万円
14.3％

物件費
34億1,315万円
14.6％

その他
36億2,344万円
15.5％

公債費
29億7,483万円
12.7％

普通建設事業費
31億4,370万円
13.4％

歳　入

106億8,152万円
108億  450万円

020億40億60億80億100億120億

地方交付税

市　　　税

市　　　債

国庫支出金

県 支 出 金

分担金及び負担金

繰　越　金

地方消費税交付金

そ　の　他

歳　出

0 10億 20億 30億 40億 50億 60億 80億 90億70億

民　生　費

総　務　費

公　債　費

教　育　費

衛　生　費

土　木　費

農林水産業費

消　防　費

そ　の　他

予算額 259億6,094万円
収入額 249億2,230万円 執行額 233億8,736万円

予算額 259億6,094万円

43.4％

18.4％

9.0％

7.8％

6.2％

5.5％

2.3％

2.0％

5.4％

32.0％

17.3％

12.7％

9.2％

8.9％

8.5％

4.1％

3.6％

3.7％

歳入総額

約249億円

歳出総額

約234億円

41億9,294万円
45億9,505万円

26億6,361万円
22億5,092万円

29億4,027万円
19億4,600万円

13億5,877万円
15億4,804万円

14億8,562万円
13億5,793万円

6億  596万円
5億7,108万円

5億2,100万円
5億  496万円

15億1,125万円
13億4,382万円

43億2,695万円
40億3,646万円

30億6,465万円
29億7,502万円

23億3,368万円
21億6,265万円

25億9,524万円
20億6,983万円

23億7,458万円
19億8,003万円

10億1,445万円
 9億5,954万円

9億6,076万円
8億4,487万円

11億9,163万円
 8億6,843万円

80億9,900万円
74億9,053万円

一般会計予算執行状況（平成26年度の歳入・歳出の状況）

用 語 解 説

歳
出
性
質
別

物 件 費 消耗品や旅費、公共施設の運営などに使ったお金

扶 助 費 児童手当や乳児、重度心身障がい者の医療費などに使っ
たお金

普通建設事業費 道路や公園などの公共施設を建設するために使ったお金

公 債 費 市が借り入れた市債（借金）の返済に使ったお金

（上のグラフ）↑

（右のグラフ）→

平成26年度のお金の使われ方

平成２6年度

　大洲市財政状況の公表等に関する条例第 2 条および地方公営企業法第４0条の 2 の規定により、平成2６年 ４ 月 1 日から
平成2₇年 3 月31日までの本市の財政状況および業務状況を次のとおり公表します。
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Information

特別会計の状況

市有財産の状況（市が所有する土地・建物・基金など）
種　別 面　積　な　ど

宅　　　地 1,930,015㎡

山　　　林 4,590,569㎡

田　　　畑 179,089㎡

雑　種　地 103,737㎡

建　　　物 380,721㎡

立　　　木 101,920㎥

名　称 金　　　額

財 政 調 整 基 金 30億1,889万円

減 債 基 金 10億4,948万円

国民健康保険財政調整基金 673万円

土 地 開 発 基 金 4億  958万円

その他特定目的基金など 37億6,485万円

出 資 金 な ど 3億1,732万円

合　　　計 85億6,685万円

企業会計の状況（水道や病院の経営状況）
区　　分 総　収　益 総　費　用 当期純利益

工業用水道 2,939万円 2,793万円 146万円

水　　　道 7億8,382万円 9億1,137万円 △1億2,755万円

病　　　院 33億5,572万円 44億5,866万円 △11億  294万円

市税と市民負担の状況

項　　目 金　　額
１ 世 帯
当たりの
負 担 額

１ 　 人
当たりの
負 担 額

割　合

市　民　税 18億7,311万円 92,454円 40,718円 40.7％

固定資産税 22億5,522万円 111,314円 49,024円 49.1％

た ば こ 税 3億3,877万円 16,721円 7,364円 7.4％

軽自動車税 1億2,723万円 6,280円 2,766円 2.8％

入　湯　税 72万円 36円 16円 0.0％

合　計 45億9,505万円 226,805円 99,888円 100.0％

市債の状況（市の借入金の残高）
区　　　分 件数 現 在 高 １世帯当たりの額 市民１人当たりの額

一般会計分 377 245億  836万円 1,209,692円 532,767円

特別会計分 165 65億6,399万円 323,987円 142,689円

企業会計分 66 65億1,860万円 321,748円 141,703円

合　　　計 608 375億9,095万円 1,855,427円 817,159円

農業集落排水事業

予算現額 3,493万円

収入済額 3,238万円

支出済額 3,238万円

差　引　額 0万円

公共下水道事業

予算現額 9億2,780万円

収入済額 8億7,846万円

支出済額 8億7,836万円

差　引　額 10万円

駐 車 場 事 業

予算現額 2,202万円

収入済額 1,995万円

支出済額 1,995万円

差　引　額 0万円

温 泉 事 業

予算現額 972万円

収入済額 658万円

支出済額 658万円

差　引　額 0万円

商業集積施設管理

予算現額 318万円

収入済額 313万円

支出済額 300万円

差　引　額 13万円

簡易水道事業

予算現額 2億7,598万円

収入済額 2億6,312万円

支出済額 2億6,312万円

差　引　額 0万円

港湾施設事業

予算現額 804万円

収入済額 835万円

支出済額 792万円

差　引　額 43万円

土地取得造成

予算現額 1億5,752万円

収入済額 1億5,731万円

支出済額 1億5,731万円

差　引　額 0万円

土地区画整理事業

予算現額 3,544万円

収入済額 3,397万円

支出済額 3,397万円

差　引　額 0万円

住宅新築資金等貸付事業

予算現額 1億7,371万円

収入済額 673万円

支出済額 1億7,357万円

差　引　額 △1億6,684万円

国民健康保険

予算現額 63億9,808万円

収入済額 61億1,183万円

支出済額 62億2,143万円

差　引　額 △1億  960万円

国保診療所

予算現額 10,221万円

収入済額 9,386万円

支出済額 9,386万円

差　引　額 0万円

後期高齢者医療

予算現額 6億1,037万円

収入済額 6億  163万円

支出済額 5億7,707万円

差　引　額 2,456万円

介 護 保 険

予算現額 47億3,540万円

収入済額 46億8,342万円

支出済額 46億3,387万円

差　引　額 4,955万円
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お し ら せ
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編
・
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５
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E-m
ail

：offi  ce@
m
sc-ehim

e.jp

【スケジュール】

　毎年10月は「社会保険労務士制度推進月間」
です。
　愛媛県社会保険労務士会では、この制度の周
知を図るとともに、社会貢献活動の一つとして

「無料相談会」を開催します。
　お気軽にご相談ください。

【日　時】10月25日㈰　午前11時～午後 5 時
【場　所】オズメッセ21　Ａコープ入口
【相談内容】
公的年金、健康保険（傷病手当金・出産手当金・
高額医療費など）、労働保険（雇用保険・労災保険・
各種給付）、労働条件（賃金・退職金・労働時間
など）、解雇、退職、セクハラ、パワハラ、労使
関係（個別労働紛争）　など

【問い合わせ先】
愛媛県社会保険労務士会事務局
☎0₈９（９0₇）４₈６４

　�社会保険労務士無料相談会

コース名 定　員 会　場

基礎編 応用編① 応用編②

・婚活応援ガイド
・婚活の仕方
・自分を磨こう
・原石を探そう

・ビッグデータ
・データ分析情報
・ワーク
　（個別相談含む）
・まとめ

〈男女合同開催〉
・おさらい
・ワーク
・ コミュニケーシ

ョン体験
・総括

南予女性コース 15人 大洲喜多法人会
大洲市中村210︲3９
尾張屋ビル 2 Ｆ

10月25日㈰
午前10時～正午

11月15日㈰
午前10時～正午 12月 ６ 日㈰

午前10時～正午
南予男性コース 15人 10月25日㈰

午後 1 時～ 3 時
11月15日㈰
午後 1 時～ 3 時

　総務省では、行政相談制度を広く周知し、そ
の利用を促進するため、今年は10月1９日㈪から
25日㈰までの一週間を「行政相談週間」と定め、
全国的に各種行事を行います。
　市でもこの期間に合わせて、定例相談所の開
設とは別に行政相談所を開設しますので、お気
軽にご利用ください。
　相談は無料で、秘密は固く守られます。

【日　時】10月25日㈰
午後 1 時30分～ ４ 時

【場　所】肱川公民館 2 階青年室
※ 各地域の定例行政相談開設日時は、広報大洲

2４ページに記載しています。
【相談内容】
年金、医療保険、社会福祉、交通安全、雇用・
労災保険、登記、道路、生活衛生、郵便、消費
者保護、窓口サービス　など

　�行政相談週間と行政相談所の
開設について

（ ）
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Information

　市立大洲病院では、地域の看護師不足を解消
するため、看護師として再就業するにあたり不
安がある人を対象に、臨床研修の場を提供しま
す。

【日　時】11月 ４ 日㈬～ ６ 日㈮
午前 ９ 時30分～午後 ４ 時

【場　所】市立大洲病院
【募集人数】 5 人程度（無料）
【応募方法】
　電話またはＦＡＸ・郵送にて氏名・連絡先（電
話番号）をご連絡ください。

【締め切り】10月23日㈮

【申し込み・問い合わせ先】
〒₇９5－₈501　大洲市西大洲甲5₇0番地
市立大洲病院看護部　教育担当（武田）
☎2４－2151　℻2４－003６
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助
教　

石
川　

智と
も

久ひ
さ

先
生

【日　時】10月2４日㈯　午後 1 時30分～ 3 時
【場　所】加戸病院　 2 階研修室
　　　　　喜多郡内子町内子₇₇1番地

【演　題】
「その咳大丈夫？

　～思わぬ病気が潜んでいるかも～」
【講　師】
加戸病院呼吸器内科医長
平澤　泰

ゆたか

　先生
【参加費】無料
【対象者】一般市民

【問い合わせ先】
医療法人弘友会　加戸病院　☎４４－5500（大野）

　�加戸病院　第13回健康セミナ
ーのご案内　�看護師再就職者支援講習会
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・ 

あ
な
た
の
血
管
年
齢︵
動
脈
硬
化
︶は
？

・
超
音
波
︵
エ
コ
ー
︶
検
査

・
コ
コ
ま
で
わ
か
る
心
臓
検
査　

な
ど

【
参
加
費
】
無　

料

【
対
象
者
】
一
般
市
民

【
問
い
合
わ
せ
先
】

喜
多
医
師
会
病
院
総
務
課

☎
㉕
１
５
３
２

【
日　

時
】
11
月
１
日
㈰

午
後
２
時
～

【
場　

所
】

大
洲
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー 

４
階
多
目
的
ホ
ー
ル

【
内　

容
】

第
一
部　

心
臓
の
病
気
を
知
ろ
う

循
環
器
内
科
部
長　

稲
葉
慎し
ん

二じ

先
生

循
環
器
病
棟　

看
護
部

第
二
部　

み
な
お
そ
う
生
活
習
慣

栄
養
課
・
リ
ハ
ビ
リ
課
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お し ら せ

実施済
21.7％

一部実施・
進行中
56.6％

検討・協議
15.7％

未着手
1.2％

中止
4.8％

　第 2期集中改革プラン（平成22～26年度）実施状況について
　大洲市では、大洲市第 2 期行財政改革大綱に定めた施策の体系を具体化し、改革を着実に推進していくため、
平成22年度から2６年度までの 5 年間を計画期間として、10項目₈3事項についての取り組みを示した「第 2 期
集中改革プラン」を実践してまいりました。
　今回、市民のみなさんのご理解とご協力により実施した取り組み状況について、主な事項を中心に報告し
ます。
　なお、詳しい内容につきましては、市公式ホームページに掲載しています。

1 　第 2 期集中改革プラン取り組み状況（83項目）

改革基本事項 項目数 実施済 一部実施
・進行中

検討・
協議中 未着手 中止

事務事業の見直しと効率化 1６ 2 12 2 0 0
外部委託の推進 15 5 ４ ６ 0 0
健全財政の維持 ₈ 2 5 1 0 0
自主財源の確保 ９ 0 ６ 0 1 2
市民サービスの向上 10 3 ６ 1 0 0
地域・市民との協働の推進 5 0 3 1 0 1
定員管理の適正化 5 ４ 1 0 0 0
組織・機構の改革 ₈ 2 ４ 1 0 1
職員の意識改革と人材育成 3 0 3 0 0 0
計画の推進と公表 ４ 0 3 1 0 0

合　　　　計 ₈3 1₈ ４₇ 13 1 ４

2 　第 2 期集中改革プラン（ 5 年間）の主な改革項目
改革推進プログラム 内　　　　　容

水道料金の適正化 大洲市水道事業経営審議会の答申に基づき、水道料金の適正化を図るため、平成
2₇年 ６ 月請求分から改定した。

自治組織の見直し 区長制度・自治会制度・公民館制度などのあり方を見直し、平成2₇年度から自治会と区長会
を統合することで、地域住民が主体性を持って自治活動に取り組むことが可能となった。

学校教育関係施設の統
廃合の実施

大洲市小学校統廃合計画に基づき幼稚園・小学校などの統廃合の協議・実施を行
い、子どもたちが適正な人数の中で切磋琢磨して学習できる環境整備を行った。

職員数の削減 定員適正化計画に基づき、職員採用を抑制するなどの方法で推進したところ、 5
年間で計画以上の６９人削減となった。

実質公債費比率の低減 公債費負担適正化計画に基づく市債発行による実質公債費比率の低減を図り、目
標としていた1₈％未満が、平成23年度決算にて1６.９％となり達成できた。

「実施済」… 検討、協議結果に基づく改革行動を実践し、具体
的成果をあげたもの

「一部実施・進行中」… 検討、協議を経て、成果へ向け改革行
動を実践中のもの

「検討・協議」… 改革内容の研究や調査、または具体的な実施
内容について関係者間で調整を行っているもの

「未着手」… 協議・検討を行い、推進方法についても方針決定
しているが、現状などから判断し実施を保留して
いるもの

「中止」… 改革内容の協議・検討の結果、実施しないこととし
たもの

【問い合わせ先】企画政策課行政改革推進係　☎2４－1₇2₈
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Information

　
「
大
洲
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

地
震
に
対
す
る
日
常
の
備
え

　

近
い
将
来
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
発

生
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
建
物
の
倒
壊
や

火
災
、
津
波
な
ど
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な

被
害
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
逃
げ
遅
れ
に

よ
る
死
傷
者
が
多
く
発
生
し
ま
し
た
。

地
震
が
起
こ
っ
た
際
は
、
津
波
や
山
崩

れ
な
ど
の
災
害
が
起
こ
る
恐
れ
が
あ
る

た
め
、
海
岸
沿
い
や
山
間
部
に
お
住
ま

い
の
人
は
、
地
震
を
軽
く
考
え
ず
、
少

し
で
も
早
く
避
難
し
て
身
の
安
全
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

　

み
な
さ
ん
が
日
ご
ろ
か
ら
、
地
震
に

つ
い
て
の
関
心
を
持
つ
こ
と
で
、
被
害

を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

備
え
を
万
全
に
し
て
お
く
た
め
に
、

次
の
よ
う
な
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽ 

家
具
類
の
転
倒
、
落
下
防
止
を
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

▽ 

非
常
持
ち
出
し
品
︵
非
常
食
、
水
な

ど
︶
や
懐
中
電
灯
、
ラ
ジ
オ
の
準
備

を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▽ 

避
難
場
所
や
避
難
経
路
、
連
絡
方
法

を
家
族
で
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▽ 

防
災
訓
練
な
ど
の
機
会
が
あ
れ
ば
積

極
的
に
参
加
し
、
防
災
知
識
を
身
に

つ
け
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
消
防
署
本
署　

☎
㉔
０
１
１
９

長
浜
支
署　
　
　
　

☎
�
０
１
１
９

川
上
支
署　
　
　
　

☎
㉞
２
８
５
１

【
会
員
登
録
で
き
る
人
】

60
歳
以
上
で
、
市
内
に
居
住
し
、
健
康

で
働
く
意
欲
の
あ
る
人

※ 

仕
事
の
依
頼
や
会

員
登
録
を
希
望
す

る
人
は
、
事
務
局

ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
務
局
︵
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
︶

☎
㉓
０
３
１
２

E-m
ail

：ozusilver@
cnw
.ne.jp

　

大
洲
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
と
社
会
参
加

を
目
的
に
、
庭
木
の
剪せ
ん
て
い定
や
農
作
業
な

ど
、
高
齢
者
に
適
し
た
仕
事
を
お
受
け

し
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
お
応

え
し
て
い
ま
す
が
、
危
険
・
有
害
な
仕

事
は
お
引
き
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

▽ 

雇
用
や
人
材
派
遣
と
異
な
り
、
セ
ン

タ
ー
が
仕
事
を
引
き
受
け
ま
す
。

▽ 

ご
相
談
、
見
積
も
り
の
う
え
、
セ
ン

タ
ー
が
契
約
を
結
び
、
責
任
を
持
っ

て
仕
事
を
遂
行
い
た
し
ま
す
。

▽ 

セ
ン
タ
ー
は
、
収
益
を
目
的
と
し
て

い
な
い
た
め
、
一
般
的
に
料
金
が
割

安
で
、
公
共
的
、
公
益
的
団
体
な
の

で
安
心
で
す
。

　電気さくは、鳥獣による農作物などの被害防
止の目的で設置をされていますが、適切な方法
で設置をしなければ重大な事故を発生させる恐
れがあります。
　電気さくを設置する場合は、電気事業法の規
定に基づき、適切な感電防止対策を講じる必要
があります。
　電気さくを見かけたら、近づかず、絶対に触
らないようにしてください。

【電気さくを設置している人へ】
▽ 周囲の人が容易に視認できる位置や間隔、見

やすい文字で危険表示をしてください。
▽ 出力電流が制限される電気さく用電源装置を

使用してください。
▽ 使用電圧30ボルト以上の電源から電気の供給

を受け、かつ、人が容易に立ち入る場所に設
置する場合は、漏電遮断機を設置してくださ
い。

【問い合わせ先】
農林水産課農業振興係
☎2４－1₇2₇

交通遺児等育成資金貸付制度
　義務教育終了まで育成資金が無利子で借りら
れます。

【対象者】
自動車事故により死亡または重度後遺障害者と
なった人の 0 歳から中学校卒業までの子ども

【貸付金額】一　時　金　155,000円
　　　　　　毎　　　月　  20,000円
　　　　　　入学支度金　  ４４,000円

【返済期間】中学卒業後20年以内
※ 高校・大学などに進学する場合、卒業まで返

済猶予
重度後遺障害者介護料支給制度

【対象者】
自動車事故が原因で、脳・脊髄または胸腹部臓
器を損傷し重度の後遺障害を持ったため、常時
または随時の介護が必要な状態にある人
※支給金額など詳しくは、問い合わせください。

【問い合わせ先】
独立行政法人　自動車事故対策機構　愛媛支所
☎0₈９（９６0）0102　　℻0₈９（９６0）0103

　�電気さくの適切な設置について　�ご存知ですか、交通遺児等育成資金貸付
制度、重度後遺障害者介護料支給制度
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お し ら せ

無料法律相談　※要電話予約

時　10月15日㈭
　　午後 2 時～ ４ 時30分
場　大洲商工会館
問　大洲商工会議所　☎2４－４111

年金出張相談　※要電話予約

大洲地域
時　10月 ６ 日㈫ ･ 1６日㈮ ･ 2₇日㈫
　　午前10時～午後 3 時30分
場　大洲市総合福祉センター
長浜地域
時　10月1４日㈬
　　午前10時～午後 3 時30分
場　長浜町商工会
問　松山西年金事務所
　　☎0₈９ ︵９25︶ 5105

人権相談
大洲地域
時　10月20日㈫　午前10時～正午
場　人権啓発課（別館 3 階）
時　10月15日㈭　午前10時～正午
場　八多喜公民館
問　急ぐ時は法務局大洲支局
　　☎05₇0（003）110
　　人権啓発課
　　☎2４－1₇４６

行政相談（総務省）

大洲地域
時　10月20日㈫　午前 ９ 時～正午
場　市役所 3 階第 2 会議室
問　総務課行政係　☎2４－1₇2４
長浜地域
時　10月23日㈮　午後 1 時～ ４ 時
場　長浜体育館 1 階会議室
問　長浜支所　☎52－1111
肱川地域
時　10月 5 日㈪
　　午後 1 時30分～ ４ 時30分
場　肱川公民館 2 階青年室
問　肱川支所　☎3４－2320
河辺地域
時　10月 ９ 日㈮　午前10時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　河辺支所　☎3９－2112

不動産無料相談
時　10月15日㈭
　　午前10時～午後 ４ 時
場　宅建協会大洲地区連絡協議会
問　ビアスプランニング㈱
　　☎25－1₇４₇

　

愛
媛
県
行
政
書
士
会
に
よ
る
無
料
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

【
日　

時
】
10
月
17
日
㈯

午
前
10
時
～
午
後
２
時

【
場　

所
】
大
洲
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
相
談
内
容
】

▽
相
続
、
遺
言
に
つ
い
て

▽ 

農
地
転
用
届
出
や
許
可
申
請
、
建
設

業
許
可
申
請
や
変
更
届
に
つ
い
て

▽
車
庫
証
明
申
請
に
つ
い
て

▽
内
容
証
明
に
つ
い
て　
　
　

な
ど

【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県
行
政
書
士
会

☎
０
８
９
︵
９
４
６
︶
１
４
４
３

　

税
関
で
は
、
終
戦
当
時
の
引
揚
者
か

ら
お
預
か
り
し
た
通
貨
や
証
券
な
ど
を

返
還
し
て
い
ま
す
。心
当
た
り
の
人
は
、

税
関
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽ 

海
外
か
ら
引
き
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
人

が
、
上
陸
地
の
税
関
ま
た
は
海
運
局

な
ど
に
預
け
た
通
貨
や
証
券
な
ど

▽ 

海
外
の
引
き
揚
げ
集
結
地
の
総
領
事

館
で
預
け
た
通
貨
や
証
券
な
ど

※ 

ご
本
人
の
ほ
か
、
ご
家
族
か
ら
の
問

い
合
わ
せ
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

松
山
税
関
支
署

☎
０
８
９
︵
９
５
１
︶
０
３
０
１

松
山
税
関
支
署
宇
和
島
出
張
所

☎
０
８
９
５
︵
２
２
︶
１
２
５
４

※ 
平
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

　

時
15
分
ま
で

▽ 

大
洲
北
只
Ｉ
Ｃ
～
西
予
宇
和
Ｉ
Ｃ
間

︵
２
夜
間
︶

【
規
制
日
時
】

10
月
26
日
㈪
夜
～
28
日
㈬
朝

各
日
午
後
8
時
～
翌
朝
6
時

【
迂う

回か
い

路
】

国
道
56
号

【
問
い
合
わ
せ
先
】

西
日
本
高
速
道
路
㈱
四
国
支
社

愛
媛
高
速
道
路
事
務
所

☎
０
８
９
︵
９
０
５
︶
０
１
８
１

【
期　

間
】
11
月
３
日
㈫
ま
で

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

【
日　

時
】
10
月
15
日
㈭

午
後
2
時
～

【
講　

師
】
上
田　
　

敏さ
と
し 

さ
ん

︵
大
洲
市
立
博
物
館
館
長
︶

【
問
い
合
わ
せ
先
】

風
の
博
物
館　

☎
㉞
２
１
８
１

　

今
年
も
昨
年
に
引
き
続
き
、
菜
の
花

の
種
ま
き
を
畑
の
前
橋
周
辺
で
行
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日　

時
】
10
月
26
日
㈪

午
前
９
時
30
分
～
11
時

︵
受
け
付
け　

午
前
９
時
～
︶

※
予
備
日　

10
月
29
日
㈭

【
集
合
場
所
】
畑
の
前
橋
下
︵
若
宮
︶

※ 

作
業
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。
軍
手
な
ど
は
ご
持
参
願
い
ま

す
。

【
そ
の
他
】
小
雨
決
行

※ 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
事
務
局
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

肱
川
を
美
し
く
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
務
局

︵
大
洲
河
川
国
道
事
務
所
肱
川
出
張
所
内
︶

☎
㉕
４
６
４
９

℻
㉕
６
３
６
０

　
�

無
料
相
談
所
の
開
設
に
つ

い
て

　

�
松
山
自
動
車
道
の
夜
間
通

行
止
め
に
つ
い
て

　

�

大
洲
市
合
併
10
周
年
記
念
事
業

　
「
中
川
八は
ち
ろ
う郎と
中
野
和か
ず
高た
か
展
」

～
中
央
画
壇
に
新
風
を
吹
き
込
ん

だ
郷
土
出
身
の
洋
画
家
～

　

�「
肱
川
を
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　図書館では、不用となった図書や雑誌を市内の公共施設・団体や市民のみなさんに提供します。
　平成2₇年度のリサイクル実施場所および期間は次のとおりです。ぜひ、ご利用ください。
実施場所 大洲市立図書館 長浜分館 肱川分館 河辺分館（河辺公民館ロビー）

実施期間
10月1₇日㈯～25日㈰
※ ただし、休館日（10月1９日）

を除く

11月 1 日㈰～15日㈰
※ ただし、休館日（11月 2 日、

９ 日）を除く

11月 1 日㈰～15日㈰
※ ただし、休館日（11月 2 日、

９ 日）を除く

11月 1 日㈰～30日㈪
※ ただし、土日･祝日は午後

1 時まで（11月23日は休み）

リ
サ
イ
ク
ル
資
料

図書 一般・児童 計51冊 一般・児童 計53₇冊 一般・児童 計４00冊 一般 21冊

雑誌

○一般 ₇25冊
　すてきな奥さん
　天然生活　ほか
○児童 ₇₈冊
　たのしい幼稚園
　ピチレモン　ほか

○一般 ６2冊
　からだにいいこと
　暮しの手帖　ほか
○児童   ６ 冊
　ニコ☆プチ

○一般 ６９冊
　文藝春秋
　現代農業
　ESSE　ほか

○一般 3６冊
　文藝春秋
　ESSE
　タウン情報まつやま

リサイクル資料を提供します

※詳しくは、資料の提供を希望する図書館へお問い合わせください。

大洲市立図書館 　☎ 59ー4111
長浜分館 　☎ 52ー1121
肱川分館 　☎ 34ー2319
河辺分館　 　☎ 39ー2111

図書館
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

■＝10月の休館日
〈開館時間　午前 ９ 時30分～午後 ６ 時〉
※31日は館内図書整理日のため休館します。

《子どもとともに　本をひらこう　未来のページ》
（大洲市子ども読書活動推進計画キャッチフレーズ）

※�このほかにもたくさんの本が入っています。
　（随時配架しています。）　
　図書館のホームページで図書の検索ができます。
　（http://library.city.ozu.ehime.jp/）

（本文紹介TRCマークより）

オススメ新着図書

　2４時間開園の保育園を歌舞伎町

近辺に立ち上げた母親、イルカと

話す努力を30年以上続ける学者、

潰れかけた蔵元を奇跡の銘酒で甦

らせた杜氏…。逆境に屈せず自分

の道を突き進む ₇ 人の物語。

　春風のリボン、波のしぶきの包
み紙…。「包む」お仕事をしている
ツツミマスさんのお店には、不思
議なものがいっぱい。何でもすて
きに包んでくれるので、トカゲや
雪男などがやってきます。さて、
どんな包みにいたしましょう？

日本人のひたむきな生き方
松本 創著　出版：講談社

ツツミマスさんと 3つのおくりもの（児童書）　　
こがしわ かおり作　出版：小峰書店

10月展示

一般：『謎』

　10月 7 日は、ミステリー記念日です。ミステリー小
説の基盤を作った小説家である、エドガー ･アラン･ポ
ーさんの命日にちなみ認定されたそうです。不可思議
な謎というのは、私たちの探求心や好奇心に良い刺激
を与えてくれるように思います。図書館では、ミステ
リー小説や不可思議な謎について書かれている本の展
示と貸し出しを行います。みなさんも、本を読んでさ
まざまな謎に迫ってみませんか。

児童：�『かみさま、大集合！』

　10月は「神無月（かんなづき）」という名前がありま
す。これには「全国のかみさまが来年一年のことを相
談するために、出

いず も

雲に集まっていなくなるから」とい
う話があります。しかし、すべてのかみさまが行くわ
けではありません。留守番のかみさまもいるそうです
よ。図書館では、かみさまが登場する絵本や児童書の
展示と貸し出しを行います。どんなかみさまがでてく
るでしょうか。
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保健センター
大洲市保健センター☎₂₃ー₀₃₁₀（大洲地域）
長浜保健センター　☎₅₂ー₃₀₅₅（長浜地域）
肱川保健センター　☎₃₄ー₂₃₄₀（肱川地域）
河辺保健センター　☎₃₉ー₂₁₁₃（河辺地域）

小 児 在 宅 当 番 医
₄ 日㈰ ごうお小児科医院 ︵ 西 大 洲 ︶ ☎0₈₉₃︵２₄︶₃₉₃₆

11日㈰ みかんこどもクリニック※ ︵八幡浜市︶ ☎0₈₉₄︵２0︶₈₈00

1２日㈪ 亀 井 小 児 科 ︵ 東 大 洲 ︶ ☎0₈₉₃︵２₄︶₃7₅7

1₈日㈰ 八幡浜急患センター※ ︵八幡浜市︶ ☎0₈₉₄︵２₄︶11₉₉

２₅日㈰ お お む ら 小 児 科 ︵ 内 子 町 ︶ ☎0₈₉₃︵₄₄︶7117
（診療時間：午前 ９ 時～午後 5 時　※は午後 ６ 時まで。小児在宅当番医での外科
治療は対応困難のため、ケガの場合は、当日の救急病院をご利用ください）

10月の各種検診（健診） 

実施日 受付時間 場　所 対　象　者 持参品
６ 日㈫

午後 0 時４5分～
1 時30分

大洲市
保健センター

４ か月児健診　　　（2₇年 5 月生） 母子手帳・アンケート・
バスタオル₇ 日㈬ 10か月児育児相談（2６年12月生）

20日㈫ 1 歳 ６ か月児健診（2６年 3 月生） 母子手帳・アンケート・
歯ブラシ・タオル類2₇日㈫ 3 歳児健診　　　　（2４年 ９ 月生）

　3９歳以下健診・子宮頸がん検診（要予約）・乳腺エコー検査（要予約）

　婦人がん検診（要予約）

実施日 受付時間 場　所 対　　象　　者

25日㈰

午前 ₈ 時30分～11時
午後 1 時～ 1 時30分

大洲市保健センター

【対象者／料金】
大洲市民で、 5 月の健診を受診していない人
▽3９歳以下健診　　　20～3９歳までの人／　1,000円
▽乳腺エコー検査　　20～3９歳以下の女性／４,４12円
　本人確認のため保険証をご持参ください。

午後 1 時～ 1 時30分
【対象者／料金】
大洲市民で、今年度子宮頸がん検診を受診していない人
▽子宮頸がん　　　　20歳以上の女性／1,000円
　本人確認のため保険証をご持参ください。

実施日 乳がん受付時間 場　　　所 対　　象　　者

1６日㈮
1₈日㈰
1９日㈪
2₈日㈬
30日㈮

午前 ９ 時30分～11時
午後 1 時～ 3 時 大洲市保健センター

　子宮頸がんの受付時間は、午後 1 時～ 1 時30分です。
【対象者／料金】
大洲市民で、今年度受診していない人
▽子宮頸がん　　20歳以上の女性／1,000円
▽乳がん　　　　４0歳以上の女性／1,200円
　本人確認のため保険証をご持参ください。
※₇5歳以上の人は無料

実施日 受付時間 場　所 対象者および内容 持参品

1９日㈪ 午後 1 時～
1 時20分

大洲市
保健センター

【対象者】
出産予定日が
平成2₇年12月～平成2₈年 3 月の人

【内容】・栄養のバランスを考えよう
　　　・お産の経過を知ろう

母子手帳・筆記用具・
テキスト

　妊婦関係（こんにちは赤ちゃんクラブ）

　乳幼児関係

10月15日㈭から高齢者インフルエンザ予防接種が始まります
【対象者】
65歳以上の大洲市民（接種時に大洲市に住民票のある人）
▽昭和2６年 1 月 1 日以前に生まれた人で、接種時に６5歳以上である人
▽10月1６日以降、12月31日までに６5歳になる人は、誕生日以降に接種してください。
▽接種する際に必要な書類を10月上旬に個人通知（郵送）します。
▽10月 1 日以降に大洲市に転入された人は、各保健センターにご連絡ください。
満60歳以上65歳未満の人で、下記の障害を有する人
　心臓、じん臓または呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活が極度に制限される程度の障害を有する人および、ヒト免
疫不全ウィルスにより免疫の機能に日常生活がほとんど不可能の程度の障害を有する人は、主治医とご相談のうえ、各
保健センターにご連絡ください。

【接種期間】10月15日㈭～12月31日㈭　※この期間を過ぎると全額自己負担となります。
【接種方法】指定医療機関での個別接種（個人通知の文書をご覧ください）
【接種料金】自己負担額　1,000円（一部を公費で負担します）
※生活保護世帯の人は、全額公費で負担します。

※午前中、希望者のみマタニティクッキングあり

※子宮頸がん検診・乳腺エコー検査は、10月 1 日㈭午前 ９ 時から受け付けを開始。定員になり次第締め切ります。
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心と体の健康ガイド

救急当番病院
曜  日 昼間帯 【 8：30～17：30】 夜間帯 【17：30～翌 8：30】

月・火 市 立 大 洲 病 院（西大洲） 　☎24－2151

水 加 　 戸 　 病 　 院（内子町） 　☎44－5500

木 大洲記念病院（徳　森）
☎25－2022

市立八幡浜総合病院（八幡浜市）
☎0894（22）3211

金～日 大 洲 中 央 病 院（東大洲） 　☎24－4551

（曜日指定の相談は、祝日・年末年始を除きます）

▽子育て相談
《家庭児童相談》
時　 月～金　午前 ₈ 時30分～午後 5 時15分
場　子育て支援課
問　☎2４－5₇1₈

《家庭教育・子育て相談》
時　 月・火・木・金曜日の午前 ９ 時～午後 ４ 時
場　 喜多小学校内（大洲子育てサポートそよ風）
問　☎2４－４5₈0

▽ ふれあいスクール相談
　【不登校・ひきこもりなど】
時　 月～木　午前 ₈ 時30分～午後 5 時
場　国立大洲青少年交流の家〔自然環境館 3 階〕　
問　☎2４－1４1４

▽青少年相談室
時　 月～金　午前 ₈ 時30分～午後 5 時15分
場　教育委員会内青少年センター　　　
問　☎2４－₇₈30

▽物忘れ相談
時　10月2₈日㈬　午後 1 時30分～ 2 時30分
場　総合福祉センター 1 階応接室　※要電話予約
問　高齢福祉課内地域包括支援センター
　　☎2４－2111 ︵内線1６９ ･ 1₇６︶
　　家族のみ相談も可能

▽心配ごと相談
大洲地域
時　 一般相談　毎週月・水曜日
　　法律相談
　　弁護士　※要電話予約（社会福祉協議会窓口）
　　　毎月第 1 ・ 3 火曜日
　　司法書士など　
　　　毎月第 2 ・ ４ ・ 5 火曜日・毎週木曜日
　　介護相談　毎週金曜日
　　 午前10時～正午・午後 1 時～ ４ 時
　　※法律相談（弁護士）は午前10時～正午
場　総合福祉センター
問　総合福祉センター 1 階
　　社会福祉協議会窓口　☎23－0313
    （相談室直通）　　　　☎23－5６2９
長浜地域
時　10月23日㈮　午後 1 時～ ４ 時
場　長浜体育館 1 階会議室
問　大洲市社協長浜支所　☎52－11９４
肱川地域
時　10月 5 日㈪　午後 1 時30分～ ４ 時30分
場　肱川公民館 2 階青年室
問　大洲市社協肱川支所　☎3４－2312
河辺地域
時　10月 ９ 日㈮　午前 ９ 時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　大洲市社協河辺支所　☎3９－2510

大洲喜多休日夜間急患センター
【場　　所】　大洲市東大洲
【電　　話】　₀₈₉₃（₂₃）₁₁₅₆
【診療科目】　内科
【診療時間】　平日・土曜　午後 ₈時～ ₁₁時
　　　　　　日曜・祝日　午前 ₉時～午後 ₆時

　曜日によって救急当番病院は変わります。昼間・夜間の救急などのご相談は、
その日の救急当番病院にご連絡ください。

※休日や夜間に急に具合が悪くなった人の診察を行います。
　一般の夜間診療所ではありません。
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　大洲オールド・バンド

  バンドマスター　高橋　　勲
いさお

 さん

がんばるひと
おおずの元気

　大洲オールド・バンドは、平成 9年 9月に、当時の社
会人吹奏楽団のメンバーうち 9人で結成されました。吹
奏楽団時代から地域のお祭りや福祉施設からの出演依頼
が多かったため、動きやすい人数で新たに軽音楽バンド
を編成したことがきっかけの一つです。
　現在は11人のメンバーで、毎週月曜日に個人練習、水
曜日には総合練習を行い、イベントや福祉施設への慰問
など年間 7～ 8回の公演を行っています。敬老会などで
は、高齢者から「ありがとう」「これで長生きできる」
といった声をかけていただくこともあり、本当に活動を
続けてきて良かったと感じています。
　私たちのバンドは、ジャズやクラシックから演歌、童
謡まで幅広いジャンルのレパートリーがあり、その数は
200曲にもなります。また、メンバーがアイデアを出し
合って既製の楽譜をアレンジし、自分たちのスタイルに
合わせた編曲をしています。この編曲作業に夢中になり、
気がつけば夜が明けていたことも何度もあります。
　メンバーのうち 5人は70歳を超えていますが、今年は
20歳代の女性トランペット奏者が加入し、頼もしい限り
です。これからも健康に留意して、自分たちが楽しみな
がら、みなさんに元気と活力を与えるためにバンド活動
を続けていきたいと思っています。
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